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第６回 総務文教委員会記録 

 

１ 日  時  令和７年９月８日(月)  午前１０時００分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席議員  ７名 

委 員 長  葭 原 利 昌   委 員  天 野 京 子 

副 委 員 長  今 田 亜 樹   〃  髙 田 保 則 

委 員     

員 

 宮 﨑 淳 一   〃  霜 鳥 榮 之 

〃  渡 部 道 宏      

４ 欠席議員  ０名   

５ 欠  員  １名 

６ 職務出席  ０名 

７ 説 明 員  １４名 

市 長  城 戸 陽 二   財 務 課 長 補 佐  眞 田 賢 司 

総 務 課 長  大 野 敏 宏   市 民 税 務 課 長  小 林 あゆみ 

総 務 課 長 補 佐  大 野 貞 治   市民税務課長補佐  岡 田 辰 夫 

総務課危機管理室長  阿 部 厚 志   妙高高原支所長  植 木   淳 

企 画 政 策 課 長  岡 田   豊   妙高高原支所次長  横 田 英 一 

企画政策課長補佐  池 田   潤   妙 高 支 所 長  東 條 義 博 

財 務 課 長  西 條   保   妙高支所総務防災係長  竹 田 由 之 

８ 事務局員  ４名 

局 長  横 田 晃 悦   主 査  貫 和 志 行 

庶 務 係 長  霜 鳥 一 貴   〃  桃 井 唯 華 

９ 件  名 

議案第 32 号  令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定について 

議案第 36 号  令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 40 号  動産の取得について（トイレコンテナ） 

議案第 44 号  妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例及

び妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一

部を改正する条例議定について 

議案第 48 号  令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号） 

                                                     

〇委員長（葭原利昌） ただいまから総務文教委員会を開会します。 

   まず、当委員会の審査の進め方ですが、今日、初日は最初に妙高高原支所と妙高支所、続いて総務課、企画政策

課、財務課、市民税務課まで、明日、２日目は地域共生課、こども教育課、最後に生涯学習課の順で行います。 
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   審査の順は、最初に令和６年度決算、次に事件議決と条例関係、最後に令和７年度補正予算の順に行います。 

   なお、決算については、課長から歳出、関連歳入等の説明を受けた後、歳出、歳入等の順で審査を進めます。 

   これより議事に入ります。 

   当委員会に付託されました案件は、議案第32号の所管事項及び議案第36号の決算認定２件、議案第40号及び議案

第41号の事件議決２件、議案第44号の条例関係１件、議案第48号の所管事項の補正予算１件の合計６件であります。 

   それでは最初に、妙高高原支所、妙高支所の審査に入ります。審査終了のめどは10時40分となっておりますので、

皆様、御協力をお願いいたします。 

                                                     

  議案第３２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） まず、議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員

会所管事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） おはようございます。ただいま議題となりました議案第32号 令和６年度新潟県妙高

市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち妙高高原支所所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から申し上げます。決算書21、22ページをお開きください。上段、15款１項１目４節妙高高原メッ

セ使用料は、施設の使用に伴う使用料です。新型コロナ後、民間企業や各種団体による施設の使用が増えたことな

どにより、収入済額は91万9350円となりました。 

   次に、63、64ページをお開きください。前のページからの続きの22款５項３目１節雑入の妙高高原支所分のうち

市有物件地震災害見舞金は、能登半島地震により被害を被った妙高高原メッセの損害に対する全国市有物件災害共

済会からの見舞金です。 

   続きまして、歳出について申し上げます。93、94ページをお開きください。94ページ中段から96ページ中段まで

の２款１項７目、妙高高原支所管理事業は、庁舎を含む妙高高原メッセの維持管理や設備の点検委託に係るもので

す。 

   次に、ページが飛びますが、173、174ページをお開きください。中段、４款１項１目、妙高高原保健センター管

理事業は、施設の適正な維持管理や設備の点検委託に係るものです。 

   以上、妙高高原支所所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、認定賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第32号の当委員会所管事項のうち妙高高原支所の所管事項に対する質疑を行いま

す。 

   質疑の進め方について説明します。歳出の審査は、歳出科目の項単位で、事業名称の記載順で質疑を行います。

また、歳入の審査については、歳出事業全て行った後、歳入の質疑を行うこととします。 

   それでは、歳出、２款１項総務管理費、妙高高原支所管理事業に対する質疑を行います。髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） おはようございます。妙高高原支所管理事業について若干質疑したいと思います。 

   今現在妙高高原支所、人員は何名いらっしゃるんですか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） 職員につきましては７名でございます。あと、会計年度職員が窓口業務に当たる職員

１名と、あと施設の用務員、あと清掃員ということで１名ずつ、会計年度職員は３名ということになります。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 
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〇髙田委員（髙田保則） 妙高高原支所には、以前もちょっと質問したことあるんですが、最近外国人の方が窓口に非

常に多いということで、その通訳ということで翻訳機を使用しているということですが、今窓口で会計年度任用職

員というのはそういう任に当たっていらっしゃるんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   窓口の職員、正規職員が３名と、あと会計年度職員１名おりまして、４名になりますが、今委員さんおっしゃら

れたとおり、翻訳機を全て、４名使いますので、その４名で基本は窓口の対応をしていると、そこで手がいっぱい

になって足りなければほかの係の職員、私らも含めてですが、対応しているという状況でございます。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 私何を言いたいかというと、実は、私の個人的な情報ですけども、2028年の12月にリゾート

開発が営業を開始するということでございますが、当初それに対するいわゆる従業員といいますか、関係者が約

500人ぐらいお見えになるという情報です。恐らく28年の12月営業ですから、恐らくその半年前、早いときは１年前

から主に恐らく外国籍の方が非常に来られると、妙高市に。それについてはやはり地元対応としては妙高高原支所

が大きな窓口ということになるわけですが、その対応をですね、やっぱりこれからしていかなくちゃいけないとい

うことで、私も予算でもいいんですけども、ただ令和８年の予算は今からですから、28年の対応するについては来

年からやらなくちゃいけないということで、現状そういうことで翻訳機等を使用して対応しているということです

が、もしそういう状態になれば翻訳機で対応するなんていうことにはならないと思うんですね。英語なり堪能な方

がやっぱり窓口に１人か２人いないと、実務は別としてね、通訳するということになりますとそういう体制が必要

じゃないかということに思うわけです。そういうことで…… 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員、将来に対する備えについてというんじゃなくて、決算でございますので…… 

〇髙田委員（髙田保則） そういうことで、決算は翻訳機ということですけども、そういうことをですね、今後考えて

いかなくちゃいけないと思うんですが、現状翻訳機だけで対応できているということですか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   外国人の対応というお話でございますが、妙高高原支所におきましては、冬場ですね、今やはり11月の中旬ぐら

いから12月、１月ということで外国人の方が多く来られるという状況になっております。それについてはですね、

旅館とかスキー場関係にお勤めの方おられますんで、そういう方についてはある程度人数がまとまった形で窓口に

来られたりしております。そういう方については窓口、ちょっと妙高高原支所も狭いもんですから、別の部屋を設

けまして、そちらのほうで一斉に手続をしていただくというような形で、スムーズな形での対応を今心がけてやっ

ております。先ほど委員さんもおっしゃられたんですが、本来であれば外国語がしゃべれて事務ができる職員であ

れば一番いいんですが、なかなか今そういう体制にないということで、事務ができる日本人が翻訳機を使って対応

しているということで、今時点では対応は間に合っているのかなというふうに思っておりますが、委員さん御心配

されている今後につきましては、今プロジェクトチーム市のほうでもつくっておりまして、外国人の方と接するに

当たってですね、外国語が堪能な方を配置するだとか、それの必要性とかですね、そういうところを今検討してい

るという状況でございます。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 今支所長も言いましたけど、窓口ですね、私も何回か行くんですけど、外国人の方は別部屋

でということでということですけど、窓口結構狭いですよね。私らも通常行ってもなかなか、どのぐらいの幅です
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かね、それほどないということで、今後そういうことになると支所の改築も本当は必要だと思うんですが、いかが

ですか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   元からちょっとお客さんが来ていただいて、お待ちいただくスペースというのは非常に少ないというのは私ども

のほうも感じております。ただ、なかなか今あのスペースを広げるといっても非常に難しい状況もあるのかなと思

っておりまして、今は空いている部屋を使ってですね、そちらのほうに移動いただいて手続を取っているというこ

とでございますし、さらにですね、いろいろ工夫をした中で、スムーズに手続が取れるような工夫をまた考えてい

きたいなというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 急激な変化にどれだけ対応するかということですけど、内部で混乱が起きないようにこれか

ら管理しっかりしていただきたいというふうに思います。以上です。 

〇委員長（葭原利昌） 歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） なければ、続いて歳入に対する質疑を行います。 

   15款１項使用料、妙高高原メッセ使用料について。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） お願いいたします。今ほど支所長からの説明もあったところなんですけども、５年度に比較

してなんですけど、６年度使用料増えてきていると。５年度は73万4280円、それに比較してということで18万5000円

増えている。コロナの関係かということでありますけども、それだけなのか、新たな動き方といいますか、使用の

種類的なものはどのようであるのかお聞かせをいただきたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   件数で申し上げますと、令和６年度につきましては150件貸出しをしているというところですが、令和５年度につ

きましては91件ということで、59件件数としても増えております。私どものほうも使用の関係分析少ししていると

ころですが、今まで市内の企業、それから県外企業、あと大学のサークルでの利用というようなことで貸出しもし

ているんですが、そういう貸出しをしているところにつきましては、例えば今まで１回だけ使っていたものが春と

秋に２回使うというようなことで回数が増えているところがございます。あと、新規の団体さんの利用も幾つかあ

りまして、ただ新規の場合につきましては、たまたま県内で行う会議が持ち回りで妙高市に来ましたよ、妙高市の

今度高原メッセでやりますよみたいな形で来るもんですから、なかなか定着はしないで、少し変動のある要素の部

分かなと思ってはおりますが、そういうところもですね、メッセを利用いただけるような形に今後は進めていかな

きゃいけないのかなと。使用料を増やしていく、施設の稼働率を上げるという取組は少ししていかなきゃいけない

かなというふうに考えております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 自力のイベントといいますか、市としてね、そこを使って、地域の皆さんに呼びかけして取

組をすると、こういうのはどの程度どのようなんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） 地元の皆さんの御利用ということだと思うんですが、各種団体の皆さん、文化活動を

されている方、それからヨガとか運動をされているサークル活動的な形の方、結構団体おられまして、そういう方
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が例えば週１遍とかいう形で部屋を利用するというようなところがございまして、どちらかというと固定した形の

皆さんが毎週毎週活動されるという利用が実態かと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 市の取組という形の中ではね、いわゆる健康づくりなんかも含めたりする中でもって増えて

きているんだろうというふうに思うんですけども、そういうところの関わりの中で市民、住民が横のつながりが広

がるような、そういう活動に発展していくという、新たな活動に発展していくという、こういうきっかけ対応もで

きるんじゃないかなというふうに思うんですね。先ほど来から今後の対応云々とかね、あったりしますけども、い

わゆるいろんな情報交換の場でもあったりするという形があるんで、そういう活動というのは大いに広めていく必

要があると、健康づくりを広めていく必要があると、そういうのは結局ほかの所管課との絡みの中でもってあるん

ではないのかな、そういうところに発展させる必要があるんではないかなというふうに思ったりするんだけど、そ

の辺の新たな取組みたいな形のものいかがな考えであるでしょうか、お聞かせいただきたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   今委員さんの御指摘いただいた部分につきましては、あまりほかのところとのですね、関連だとかいうところに

着目した取組というのは今までなかったのかなというふうに思っておりますので、また所管課、それから各団体の

皆さんも来られますので、その辺の皆さんともまた意見交換させていただきながら、連携深めるような形を取って

いければいいかなというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所で全体を通して何かございますでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて妙高高原支所に対する質疑を終わります。 

   次に、妙高支所の所管事項です。 

   提案理由の説明を求めます。妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） おはようございます。ただいま議題となりました議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一

般会計歳入歳出決算認定についてのうち妙高支所所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から申し上げます。決算書21、22ページを御覧ください。上段の15款１項１目３節の妙高保健セン

ター使用料、１つ飛びまして、５節の妙高コミュニティセンター使用料は、各施設使用に伴う使用料です。 

   次に、63、64ページを御覧ください。上段の22款５項３目１節の雑入のうち妙高支所分については、複写機使用

料、自動販売機設置者からの電気料の負担金のほか、妙高支所庁舎内に社会福祉協議会、上下水道局、妙高グリー

ンエナジー株式会社の３者の事務所が入っており、光熱水費等の庁舎維持管理経費に対して使用面積に応じまして

負担金を徴収したものです。 

   続きまして、歳出について申し上げます。95、96ページを御覧ください。下段から99、100ページの上段にかけて

の２款１項８目、妙高支所管理事業につきましては、支所庁舎並びに妙高コミュニティセンターの維持管理や設備

の点検実施をするとともに、施設の利用者拡大に努めました。 

   次に、少し飛びまして、173、174ページを御覧ください。下段から175、176ページの上段にかけての４款１項１

目、妙高保健センター管理事業は、施設の維持管理や設備の点検委託を実施しました。 

   以上、妙高支所所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、認定賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第32号の当委員会所管事項のうち妙高支所の所管事項に対する質疑を行います。 
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   それでは、２款１項総務管理費、妙高支所管理事業に対する質疑を行います。渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） おはようございます。それでは、簡単なことなので、ちょっとお聞かせいただきたいと思う

んですけども、まずは妙高支所が今ｅスポーツの拠点になっているというのは、支所長、御存じでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） お答えいたします。 

   妙高支所でｅスポーツの活動なんですけども、令和４年度に大規模改修してからずっと活用しております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 年間どれくらい利用されているかというのは、今手元に資料ございますでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） お答えいたします。 

   昨年の実績なんですけども、まず防音スタジオでの高齢者の居場所づくりの関係でｅスポーツの講習会などを行

ったのが60回あります。それが490人ほどおられます。そのほかに、その後に多目的ホールでありまして、そこは使

用申請要らないんですけど、そちらのほうもｅスポーツの方が主に活動しております。人数につきましては、約

1000人以上は利用しております。ｅスポーツだけでそのようになっております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 妙高支所の中でそれだけの活動が活性化されているというのは、私はすごいことだと思うん

ですよね。ただ、その中で、今回決算の中ではあれなんですけど、活動するときの備品は全部個人で持ち込まれて

いるということは御存じですか。例えばパソコンだとかいろんな器具というのは。そこら辺御存じですか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） それは承知しております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 個人で持ち込まれたものについて、支所としてはＷi―Ｆiを提供しているぐらいのところで、

その他のことについては支援はされていないんでしょうか。ほかに何か、せっかく持ってくるんだから、動かすと

危険だから、ここにいつも置いておいていいよとか、ここにしまう場所をつくっておいてあげるよという、そうい

うような配慮というのは今年されたんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） お答えいたします。 

   支所改修して以来ずっと活用しておりますし、活動するに当たって、モニターであるとかパソコンとかあります

んで、それが10台とか15台あります。その都度１階から上げるの大変なもんですから、一室というか、物置ですけ

ども、そこ空いていますので、そこを貸してあげまして、利用に当たっては、宿日直おりますので、そこから鍵を

借用しまして、開けて備品を出しているという形になっております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 確かに今そういうふうに配慮していただくというのは大変ありがたいことでございまして、

私的にはやっぱりｅスポーツというのはこれからのスポーツになるので、それを保護していく、そして彼らの活動

の拠点をより使いやすくしてあげるというのは市の大切な役割だと思いますし、今後ともそういう形を続けていっ

ていただければと思うんですが、それでですね、集まられる皆様に今年は使用料の減免とかというのの適用とかい

うのは、普通の社会教育関係団体と同じような減免率だけだったんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高支所長。 
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〇妙高支所長（東條義博） お答えいたします。 

   貸し館する部屋については基本的には有料なもんですから、社会教育団体ということで50％減免となっておりま

すし、先ほど申しましたけども、多目的室につきましてはフリー利用なもんですから、自由に、ほかの方は使って

いますけども、邪魔にならない程度で皆さんで使う場所を制限しながらやっておりますので、お金は取っておりま

せん。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 最後に１つあれなんですけど、電気料や何かは取っているということはないですよね。使用

料の中に入っているので、全て使用した分については使用料の中で賄われていると、一切負担かかっていないとい

うことでよろしいわけですよね。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高支所長。 

〇妙高支所長（東條義博） 電気料については取っておりません。 

〇委員長（葭原利昌） 歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） なければ、続いて歳入に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） 妙高支所全体を通して何かございますでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて妙高支所に対する質疑を終わります。 

   以上で議案第32号の当委員会所管事項のうち妙高高原支所、妙高支所に対する質疑が終わりましたが、採決は後

ほど行います。 

                                                     

  議案第３６号 令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

〇委員長（葭原利昌） 次に、議案第36号 令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計歳入歳出決算認定について

を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） ただいま議題となりました議案第36号 令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会

計歳入歳出決算認定について御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から申し上げます。決算書特70、71ページをお開きください。上段、１款１項１目財産貸付収入は、

財産区が所有する土地をスキー場用地のほか電気、通信事業者などへの貸付けによる収入で、683万4345円となりま

した。 

   続きまして、中段の３款１項１目雑入は、分収造林事業における植林地の下刈り業務に係る国立研究開発法人森

林研究・整備機構森林整備センターからの補助金です。 

   次に、歳出について申し上げます。特72、73ページを御覧ください。上段、１款１項１目、一般管理事業は、主

に財産区管理会の運営に係る経常的な経費であります。 

   その下、中段、２目、財産管理事業は、杉野沢集落内五八木周辺及び笹ヶ峰地内における財産区有地の景観維持

並びに支障木の伐採、分収造林地の下刈り業務などに要した経費です。 

   続きまして、下段、２款１項１目地区環境整備費は、杉野沢区が住民福祉の増進を目的として行う冬期間の除雪、

用水等の維持管理や修繕、地区内の各種団体への助成などの事業に対して負担金を交付したものであります。 
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   以上、議案第36号について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、認定賜りますようお願い申し上げま

す。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第36号に対する質疑を行います。 

   髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 財産管理委員会も、今年ですかね、委員が改選されたということで、新しい陣容でやられて

いると思うんです。前からちょっといろいろお聞きしているんですけども、今の財産区のいわゆる管理地の区分が

委員の中でも分からないという事案が随分あるようでございますけども、今不動産収入、スキー場へ貸付けという

ことでございますが、その辺のですね、管理はどうなっているんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   委員さんのお話のありました管理会の委員の皆さんにつきましては、令和６年の12月議会におきまして新たなメ

ンバーという形で、今７名の方から委員を務めていただいております。その中で３名の方新しい方に替わられたと

いうこともございます。今ほどの管理地の確認ということでございますが、図面上で所有区分を示したものをです

ね、今回全委員さんのほうにお配りをさせていただいております。あと、活動の中で管理地の場所につきましては、

杉野沢集落周辺のところにつきましては現地確認、管理会の委員さん、それからあと支所職員のほうで確認をして

おりますし、あとスキー場関係につきましても今回確認をしております。あと、どうしても管理地が広いもんです

から、そうなったときにつきましては、貸付け等いろいろ話が出てきた段階でまた再度確認をしたりという形を取

ってございます。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 私が心配するのは、今集落周辺のね、身近なものについては多分委員の皆さんも大半は分か

っていると思いますが、今国立公園内にも杉野沢財産区の土地が随分あるわけですよね。その辺が恐らく、今地籍

調査していませんのでね、図面だけでということになると思いますけども、これからいろいろな開発が進む中で、

その辺の権利関係ははっきりしておいたほうがいいんじゃないかと思うわけです。１つはね、笹ヶ峰から、池ノ峰

いわゆる西野地区といいますかね、あれは個人の財産もあるんですが、その上に財産区の土地が帯状にあるわけで

すよね。その辺を、恐らく現地の、今の委員の人は知っているかどうか分かりませんけども、そういうあまりお題

に上らない場所が随分財産区有地ということであるわけですけど、その辺をやっぱり確認をしていかなければ、こ

れからもいろんな開発行為がある中で支障が出るんじゃないかなと思うんですが、その辺は、今多分周辺の土地は

やっていますけども、そうでない土地もぜひやらなければいけないんじゃないかということですが、いかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   委員さん御心配の点はあろうかなというふうに思っております。大変広い面積を持っているもんですから、管理

地につきましては、管理会の委員の皆さんとどこを確認していこうかというようなことを相談をした中で確認して

いる状況でございますので、また次年度等に向けてですね、管理会の会議の中でそういう笹ヶ峰周辺ですか、そち

らのほうの確認のほうもまた議題に上げさせていただいて、確認できるような形をまた委員の皆さんと協議してい

きたいというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ちょっと簡単なことなんですが、１つ教えてください。 

   財産管理の関係では、財産の関係、今の管理地の関係あるんですが、造林木の保育事業の委託料がここに大幅に
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のっているんです。この委託はどこにどうやって委託されているのか教えていただけますか。 

〇委員長（葭原利昌） 妙高高原支所長。 

〇妙高高原支所長（植木 淳） お答えいたします。 

   この造林木保育委託料でございますが、こちらにつきましては分収造林事業のですね、植林をしたところの保育、

下刈りという作業になります。こちらにつきましては専門の業者という形になっておりまして、委託先につきまし

ては頸南森林組合になってございます。 

〇委員長（葭原利昌） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第36号 令和６年度新潟県妙高市杉野沢財産区特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定す

ることに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第36号は原案のとおり認定されました。 

   議事整理のため、暫時休憩します。 

休憩  午前１０時３８分 

再開  午前１０時４１分 

〇委員長（葭原利昌） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、総務課の審査に入ります。審査終了のめどは、お昼休憩を挟み、13時30分となっておりますので、御

協力をお願いいたします。 

                                                     

  議案第３２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） まず、議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員

会所管事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） おはようございます。ただいま議題となりました議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般

会計歳入歳出決算認定についてのうち総務課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   まず、歳入から御説明します。決算書28ページを御覧ください。下段の16款２項１目１節のデジタル基盤改革支

援補助金は、国が進める情報システムの標準化、共通化への移行に係る国からの補助金です。 

   30ページの上段、無線システム普及支援事業費等補助金（繰越明許費）は、高谷池ヒュッテへの携帯電話基地局

の設置費用に係る国からの補助金です。 

   その下の２節のデジタル田園都市国家構想交付金のうち694万6,000円は、ドローンの物資輸送実証事業や公共施

設予約システムの構築に係る国からの補助金になります。 

   続きまして、36ページを御覧ください。中段の17款１項５目１節の災害救助費負担金は、今年２月の豪雪に伴い、
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要援護世帯等の屋根雪等障害物の除去などの費用に対する県からの負担金です。 

   続きまして、40ページを御覧ください。中段の17款２項６目２節電源立地地域対策交付金は、市内の水力発電施

設に対する交付金で、消防団員のヘルメット更新や消火栓の整備などに充当したものです。 

   続きまして、46ページを御覧ください。下段の18款２項２目１節物品売払収入のうち358万6000円は、消防自動車

３台の売払収入であります。 

   次に、歳出について申し上げます。72ページを御覧ください。下段から74ページにかけての２款１項１目の職員

能力発揮事業では、新たな社会課題や行政需要に対応するため、人材育成基本方針を見直したほか、職員の職務分

野や階層に応じて求められる知識、技能等を高めるため、専門研修や新分野開拓研修などの受講機会を提供しまし

た。 

   74ページ下段のスマート自治体推進事業では、先進技術実証業務として、ドローンを活用した物資輸送実証事業

をはじめ、国が策定した標準仕様書に準拠した基幹情報システムへの移行を進めたほか、公共施設予約システムの

構築などに取り組みました。 

   続きまして、80ページを御覧ください。下段の市役所「ゼロ×スマート」推進事業では、公共施設の脱炭素化と

電気使用量の削減を図るため、市内公共施設77施設の照明設備をリース方式によりＬＥＤ化をする事業に着手しま

した。 

   続きまして、82ページを御覧ください。上段の市制20周年記念準備事業では、市制20周年の節目を象徴するロゴ

マークを作成したほか、今年５月10日に実施した市制施行20周年記念式典の挙行に向け、表彰記念品の購入、記念

グッズの制作など準備を進めました。 

   次に、大きく飛びまして、262ページを御覧ください。下段から264ページにかけての９款１項２目のコミュニテ

ィ防災組織育成推進事業では、避難所運営関係者を対象とした研修会、訓練を実施するとともに、自主防災組織へ

の資機材補助を復活し、共助体制の強化を図りました。また、市の登録防災士を地域や小学校に派遣し、防災教育

を実施いたしました。 

   264ページ中段の９款１項３目の消防施設・資機材整備維持管理事業では、消防団員のヘルメットや小型ポンプの

更新、消防器具庫の雪下ろし安全対策設備の整備など、団員を安全に活動させるための活動環境を整えました。 

   最後に、下段から266ページにかけての９款１項４目の災害対策事業では、緊急事態に迅速に対処するため、危機

管理専門官を配置し、危機管理の意識向上と体制整備に努めたほか、防災備蓄品の充実や避難所の環境整備などに

も取り組みました。 

   以上、総務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第32号の当委員会所管事項のうち総務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   ２款１項総務管理費、職員能力発揮事業に対する質疑を行います。天野委員。 

〇天野委員（天野京子） よろしくお願いいたします。まず、職員能力開発事業はしっかりとお金を使っていただいて

やっていただきたい事業なんですけれども、予算では996万8000円ほど予算盛っていたと思うんですが、実際には

706万円ということで、300万ほど予算を使っていないという状況なんですが、これは当初予算から見てどのような

ことなんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   当初予算に計画していた計画を少し未実施のものがあったということで執行残が出たところでございます。とい

いますのも、令和６年度につきましては人材育成基本方針の見直しというような中で、職員のほうにアンケートを
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いたしまして、どういうような人材像ですとか、どういう研修が求められているかというような形でアンケートを

実施した中で、研修自体の実施もですね、組み立て直したほうがいいだろうという部分でちょっと見直した部分も

あるところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） その中で集合研修、今までもクレーム対応という研修はあったと思うんですが、令和６年度

はハードクレーム対応研修ということで59名参加をされております。このハードクレームという言葉自体も、何と

なく想像するとかなりハラスメント系の対応かなって思うんですが、どのような内容で、どのような評価でしょう

か。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ハードクレーム対応研修でございますが、昨今問題視されていますカスハラをはじめですね、行政へのクレーム

対応についてですね、その対処方法を学んでですね、対応能力の向上を図ろうということで実施させていただいた

ものでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 昨年度やったということで、これによって研修を受けた方は落ち着いて対応ができる自信が

ついたというふうになっているのでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   研修１回受けたというだけではなかなかうまくいかない部分もあるかと思いますけども、この部分につきまして

は継続してですね、取り組んでいかなくちゃいけない部分なのかなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 続きまして、新分野開拓研修ということで、ここに書いてあるとおりですよね。外資系リゾ

ート開発に伴う諸問題への対応と開発後のまちづくりの視察ということで、倶知安町とニセコ町に２人参加をされ

ています。総務課として参加されたということは、総務的な視点で行かれたんだと思うんですが、このお二人、ど

の役職の方、そしてどのような内容の視察だったんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   外資リゾート開発に伴う諸問題への対応と開発後のまちづくりの視察でございますけども、こちらにつきまして

は、総務課の職員ではなくて建設課の職員と環境生活課の補佐２名が参加したということで、予算経費的には総務

課で盛ってあるということで、ここに計上させていただいているものでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 総務課で盛っているけれども、環境生活課と建設課ということで、これの視察の報告とかと

いうのは総務課さんとしてはつかんでおられますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ニセコと倶知安町のリゾート開発についての視察ということで、開発規制、それから外国人のマナー、インター

ナショナルスクールなどの状況を確認してきたということで報告をいただいておりますし、視察によりまして各分

野でどのような課題が生じているのか知ることができたということで、現在プロジェクトチームのほうでも検討さ
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れておりますけども、その部分ですとか、今回９月議会のほうに開発規制の条例のほうも提案させていただいてお

りますが、そちらのほうにつながっているのかなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 私ちょっとほかにお願いというか、お聞きするとこなかったんで、ここでお聞きするんです

が、実は私昨年ですね、いろいろ窓口のほうへお邪魔させていただくと、そうしますと職員の方対応してくださる

んですよね。ただ、その職員の方対応してくださるときに、担当者がいないから、分からないとか、誰々がここ分

からないとかって、物すごく基本的なことも答えていただけないというのも間々ありまして、これはやっぱり職員

能力の開発につながることであって、最低限でも自分の係内でやっている事業については掌握していただきたいし、

最低限のことをお答えいただける環境が必要なのではないかなと思っておりまして、この職員能力発揮のための研

修等については、会計年度任用職員も対象としてされているのかどうか、まず１点最初お聞きしたいんですが。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   総務課でやっています開発事業につきましては、会計年度任用職員のほうは出席という形はないんですけども、

それぞれ各課の中で、ＯＪＴというような形の中で業務についての研修はそれぞれ課単位で取り組んでいると思っ

ております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 市民からすれば、会計年度任用職員も窓口にいらっしゃれば一職員なんですよね。ですので、

その方が答えられないというと、その課全体が全く知らないんじゃないかという話になってしまうので、できれば

これを、将来的な話ししちゃいけないんですけども、係内の研修を充実していただくように役立てていただければ

なと思っておりますし、大上段に構えて、大概ＯＪＴの中で課の中でやっていらっしゃるということになっている

んですけども、各課の中でやっているということを今年どれくらいやったかというのは確認はされましたか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   各課で取り組んでいる職場内研修の内容につきましては、総務課のほうでも報告は受けているところでございま

す。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 各課から報告が上がってきて、それを見た中で、専門分野の研修なので、総務課としては判

断できないでしょうけども、最低限このレベル以上はやってくださいというような指針みたいなものというのは難

しいですよね、やっぱりね。各課ですからね。ですので、接遇研修というのもこの中でどこか当たるものというの

はあるんでしょうかね。今年の職員能力開発研修の中で接遇についての研修ってどこかに入っていますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   接遇等の研修については、各課単位で行っているのが現状でございます。ただ、業務処理に当たっては業務手順

書という部分で整理のほうさせていただいておりますので、それに基づいてですね、各課内での業務研修、それか

ら情報共有を図っていくことがまず第一に必要なことなのかなと思っているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 先ほど申しましたが、やはり窓口に出ている職員が市役所の顔になるということでございま

すので、最低限課までの業務でなくて自分の担当している係の業務だけはできるような研修内容をこの中に加えて
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いただけたらなと思っている次第です。 

   以上です。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、市制20周年記念準備事業。宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） よろしくお願いいたします。市制20周年、今年度ですか、式典のほうございました。令和６

年度です。市制20周年ロゴマークの作成及び記念品に向けた準備ということになります。記念品について、その選

定の方法、それについてはいかがだったでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   記念品のほうにつきましては、これまで市政に功労いただいた方の表彰者に対する記念品と、あとノベルティー

みたいな形での記念品を作成させていただきました。表彰者に対する記念品につきましては、市内で作られている

もので後々まで残る部分で記念に残るものということで、陶芸作品のほうを選定させていただいたところでござい

ますし、ノベルティーグッズにつきましては、子ども、保育園児から中学生までの品物ですとか、大人の方もです

ね、それぞれ見て、それを作って外部に発信していただけるものとなるようなことも心がけた中で選定のほうさせ

ていただいたところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） それとですね、市政功労者表彰者の選定とございます。この選定の基準、これについてお聞

かせください。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   こちらにつきましては、要綱に基づきまして市制20周年の功労者表彰方針のほうを策定いたしまして、それぞれ

基準を満たす対象者の方を各課のほうから選出していただいた部分と、あと各町内、地域のほうにも照会をさせて

いただきまして、活躍されている方の推薦をいただいた中で、こちらのほうで選定委員会のほうを組織しまして決

定させていただきまして、今年につきましては286名ですか、の方に表彰のほうをさせていただいたところでござい

ます。 

〇委員長（葭原利昌） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） では、執行部のほうは市民の皆さんあるいは町内会組織あるいは団体の皆さんに御相談をし

て、それで推薦をしていただきたいということを行ったということでよろしいでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   基本的には庁内での推薦もありましたし、地域の推薦につきましては23名、団体の方の推薦をいただいていると

ころでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、携帯電話エリア整備事業、繰越明許費です。髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） この携帯については、以前からも私ちょっと一般質問でやった経過覚えているんですけども、

高谷池ヒュッテを中心とした不感地帯を解消するということで、ヒュッテ周辺に基地を造るというお話だと思うん

ですが、ここで完成したということですが、具体的にどういう形になっているんですか。例えば基地と、それから

アンテナ設置とか、アンテナも外に設置しなくちゃいけないんでしょうけど、どういう形なんですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 
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   携帯電話の基地局につきましては、登山される方の安全の確保と利便性を向上させるために高谷池ヒュッテに携

帯の基地局を整備したということで、高谷池ヒュッテの壁面のほうにアンテナをつけさせていただいて、それを動

かすための発電機もですね、高谷池ヒュッテ内に整備をさせていただきました。そのことによりまして笹ヶ峰の入

り口から高谷池ヒュッテまでの登山道のほうは、ａｕですけども、携帯電話の電波エリアになったということでご

ざいます。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 不感地帯、今笹ヶ峰の入り口から高谷池ヒュッテの間ということですけど、たしか笹ヶ峰の

いわゆる放牧場周辺に２基ですか、３基ですかね、ありますよね。そこはですね、私も行ったんですけども、今の

三田原の南斜面、登山道の弥八山、笹ヶ峰、あの辺は全部網羅しているということで考えていたんですが、どうし

てもピンポイントでということになるとちょっと分かりませんけども、笹ヶ峰エリアの携帯電話エリアというのは

放牧場内の３か所で十分間に合っているような気がしないでもないんですが、今回ドローンで高谷池ヒュッテの荷

揚げ作業をやったということですが、そのための基地なのか、ちょっとそれがよく分からないんですが、そこはい

かがですか。登山者の安全ということになれば、私は今の放牧場だけの３基で十分間に合うと思うんですが、その

辺はいかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   笹ヶ峰周辺では携帯電話のエリアは通じるとは聞いておりますけども、登山した場合に、高谷池ヒュッテまでの

途中までは今の携帯のエリアでは通じるかと思うんですけども、高谷池ヒュッテに近いほうは携帯エリア外だとい

うことで、そちらのほうに携帯の基地局のほうを設置させていただいたというものでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 私何でこういうこと聞くか、高谷池についてはいろいろ水の問題だとか、トイレの問題だと

か、環境に配慮しなくちゃいけない場所が非常に開発行為されているということで、それが心配なんですけど、環

境破壊ということではないんですが、ないようないろんな運営、また携帯もそうですけども、ぜひ環境に配慮した

開発をしていただきたいというふうに思います。 

   以上です。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 私のほうも基本的な点をお聞きをさせていただきたいなと思っております。 

   高谷池ヒュッテの基地局整備ということでもって、アンテナあって、発電機あって、受信機云々ってなるんです

けども、システム的にどうなのかなというのはひとつ伺っておきたいんですけども、高谷池ヒュッテに設置された

基地局というのは笹ヶ峰中継するのか、あるいは直接杉野沢のほうにつながっているのか、この辺の位置づけはど

ういうことになっているんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   高谷池ヒュッテに設置した基地局につきましては、衛星通信を使いまして受信を受けた後、使えるエリアのほう

を高谷池ヒュッテから笹ヶ峰入り口のほうに向けて使えるエリアに発信しているというような形になっておりま

す。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 衛星経由でもってこの基地局が生きているということでありますけど、今発電機の関係につ
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いてはアンテナの向きを云々という話あったんですけども、この基地局云々というのは常時電源入っていなくてい

いのかな。蓄電池対応でいっていて、一定時間たった時点でもって発電機対応でもって充電して云々ということに

なるのか、その辺のシステム的なことはどのようになっているんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 発電機の件でございます。お答えさせていただきます。 

   こちらにつきましては、常時メタノール発電機ということで整備させていただきまして、タンク容量は200リット

ルで、１日約４リットルの消費という形の中で、給油をした中で動かしているものでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） メタノールだろうが何であろうがなんだけど、基本的には常時運転しているという認識でい

いわけですね。そういう形でやっていて、結局アンテナの向き云々というのは、今課長の答弁の中にあったんです

けど、向きを変えるってあったんですけど、これはアンテナそのものはどういうアンテナになっているんですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） アンテナの種類まではちょっと私理解していないんですけども、高谷池ヒュッテの壁面に設

置をさせていただいて、衛星アンテナから受信した部分と、それを今度、先ほど言ったんですけど、登山道のほう

まで発信するというようなアンテナというような形で私は理解しているところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 衛星向けのアンテナは固定なんですけども、じゃ登山者に対してのあれというのは、これも

向きを変えるということじゃなくて、恐らく固定なんだろうというふうに思うんですけども、受信用、要するに衛

星用と、皆さん個人でもって使うそれとのアンテナの設置が、いわゆる２つの形を取っていてというか、２つある

ことになっていて、発信と受信とという絡みでもって使用しているという認識になるのかなというふうに思うんで

すけども、これはそういうことはそれでやるけども、別に笹ヶ峰との連携をつないでいるという、こういうことで

はない、独立しているという、こういう認識でよろしいですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   高谷池ヒュッテ周辺の携帯電話エリアという形になるかと思いますし、もう一つは、今回ドローンのほうの実証

事業もやらせていただきましたけども、こちらのほうですね、笹ヶ峰入り口から高谷池ヒュッテまでドローンを動

かすとなると、携帯電話エリアという形でつくらなくちゃいけない部分もありますので、そういう意味での整備で

も関連がしているところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） もう一点お願いします。 

   笹ヶ峰のある笹ヶ峰牧場のところ、牧場というか、キャンプ場のところについているアンテナ基地局というのは、

あそこの電波が直接下のほうにつながっているのか、あそこはアンテナはついているけども、あそこから下、いわ

ゆる杉野沢のほうについてはケーブルでもって伝わっているのか、この辺どうなっているのかなとちょっと確認さ

せていただきたいんですね。たしか昨年あそこ行ったときには、市の防災無線の放送があそこで受信できたような

気もしたんですけども、安全対策の絡みで言っていますんで、この辺の実態というのはどのようになっているかち

ょっとお聞かせいただけますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 
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   笹ヶ峰地域の防災行政無線につきましては、こちらのほうから桶海中継局から飛ばしている部分が笹ヶ峰のほう

で受信されて放送されるというような形になっていると認識しております。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、自衛官募集事業。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 歳入歳出同額でもって計上されています。毎年こういう形で出ているんですけども、この募

集事業で事業内容、恐らくチラシ案内等なのかなというふうに思っているんですけども、その辺の位置づけはどう

なっていますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   募集事業の経費につきましては、広報のほうに２回募集広報、市報のほうにですね、掲載させていただいた経費

として３万円を決算しているところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そこに掲載する、呼びかけするということだけでもって、それ以外の何物もないという認識

でよろしいですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   経費に係る部分につきましてはその部分ですけども、それ以外に自衛隊募集につきましては自衛隊のほうからで

すね、中学生、年２回ですか、名簿照会ですか、の名簿提供のほうを市のほうに求められているところでございま

す。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 名簿照会そのものはこの事業じゃなくて別枠であるのか、それは特別の位置づけになってい

るのかどうなのか、名簿照会そのものの中身についてはどのような形でやっていられるのかお聞きかせいただけま

すか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   自衛隊からの資料提出につきましては法定受託事務ということになっておりますので、それに対応しているわけ

ですけども、中身的にはですけども、昨年度の場合は５月に資料提出と２月に資料提出のほうを求められましたけ

ども、当市につきましては資料を提供するという部分ではなくてですね、閲覧という形で、その対象となる氏名と

生年月日ですか、こちらのほうの閲覧ということで対応させていただいているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、９款１項消防費、常備消防費。渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） お聞きしたいんですけども、常備消防費、多分救急車の高速道路利用も入っていると思うん

ですよね。この実績の中で何回利用されて、方面どこまでというのをお分かりになれば教えてもらいたいなと思う

んですけども。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   高速道路の支弁金につきましては、ちょっと件数までは私今承知しておりませんけども、妙高高原インターチェ

ンジから信濃町インターチェンジ、それから妙高高原インターチェンジから中郷インターチェンジというのを出動

した部分に対する経費という部分になっていると認識しております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 
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〇渡部委員（渡部道宏） 多分信越病院だとか中郷まで来るということは、そのままけいなん病院のほうに運ばれてい

るかなと思うんですけども、医療再編が今度なってくれば、より遠くまで運ばなきゃいけなくなったりするんじゃ

ないかなというふうな形で考えたんですけども、実際の件数としては年間何回くらいというのは分かります。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 申し訳ございません。その件数については今手元にございません。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 件数についてはそんなに重要ではないということはないんですけども、ますます今後需要が

増えてくるんではないかなと思われますので、できれば今後どこの病院まで運んだかというのもチェックされたら

いいんじゃないかなと思われます。それが医療再編にどの程度関わってくるか分からないんですが、ピンチになっ

たときに、外国の方は大体２時間以内だったら近いという認識なので、杉野沢に建てられるああいうホテルの方々

はそんなに意識されないみたいですね。２時間以内にたどり着けば医療機関は近いとおっしゃっていますから。た

だ、我々日本人はそういうわけにいかないので、一分でも早いほうがいいというふうな感覚でおりますし、医療再

編を決して手を緩めないという形でもバックボーンとしてこれだけ救急車使うんだという資料があればいいのかな

と思った次第でございます。感想を述べさせていただきました。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、非常備消防費について。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 附属書類の関係で見まして、73ページになりますけども、団員がなかなか大変な状況であり

ます。トータル688になっていますけども、この中でもって特別消防団員が62名おられることになっておりますけど

も、この位置づけはどのようになっているでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   特別消防団員の位置づけでございますけども、分団の実情等を考慮してですね、特に平日日中における消防力の

確保のためにですね、必要な分団等に限ってですね、特別消防団員という形で任命しているものでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） これからといいますか、今現在もそうなんですけども、大変貴重な存在なんですね。なかな

かここに頼り切るわけにもいかないわけなんですけども、制限があるという形の中でいるんですけども、今現在そ

れこそ分団の中でもってどの程度の分団に位置づけて所属しているのかな。中山間地といいますか、要は消防団員

の募集がなかなか大変だ。しかし、そこには団としてやっぱり存在していてもらわなきゃ困るという、こういう形

の中で、強いて言うなら苦肉の策というくらいな形の中で組織されているんですけども、所属している団数、おお

むねでいいです。細かくなんか出てこないと思うんですけど、どんな状況なのかお聞かせください。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   特別消防団員のほうですけども、それぞれ新井方面隊、妙高高原方面隊、妙高方面隊ございますが、新井方面隊

につきましては６分団ほどで特別消防団員を活用しておりますし、妙高高原方面隊につきましては４分団ほど、そ

れから妙高方面隊につきましては３分団ほどになろうかと思いますけども、こちらのほうで特別消防団員制度のほ

うを活用しているところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 実際にここに協力してくれている特別消防団員ですね、消防団経験者が中心という形で出て

きていますから、そんなに嫌な感じというか、本当に協力体制でもって、協力的な姿勢でもって対応してくれてい
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るというふうに思うんですけども、これ今の実態から見ていったらまだまだ増やさなきゃ成り立っていかなくなる

んじゃないかなという、こういう心配があるんですけども、その辺の位置づけどうですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   本当に消防団員が減ってきている中で、特別消防団員という部分も確保していかなくちゃいけないという部分の

中で、消防分団長のほうにもですね、団員確保と同時に特別消防団員のほうの呼びかけのほうも働きかけていただ

けるようお願いしているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） こんな状況の中でね、消防団の活動エリアが広がってきているという、こういう状況で団員

は少ないと。いわゆる消防施設の維持管理の問題でもかなり負担が大変な状況になっているんじゃないかな。こう

いう点については、地域に対しての協力要請出したりして同時活動やっているのか、それでもまだまだ頑張って独

自でやっているのか、そういう点については団のほうからの要請等々の感じの、要請の要請というのはおかしいん

ですけども、対応してほしいという、こういう要請等は入っていないですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   団のほうもですね、消防団員の負担軽減という形で取組を考えていかなくちゃいけないかなと思っているとこだ

と思っておりますが、ただ実際に地域のほうに施設の維持管理ですとか地域のほうでお願いできないかというよう

な要請まではまだしておりませんが、今後は今の消防団員の現状を見た中で、消防水利ですとか施設を維持管理し

ていくためには地域の協力なくしてやっていけない部分も出てくるんじゃないかなと思っているとこでございま

す。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 特にはね、防火水槽の管理、消火栓は専門的に彼らが回って歩いて点検、チェックするんで

すけど、防火水槽の絡みの維持管理というと、水の関係が１つ、草刈りの関係が１つ、それから中山間地行ったら、

ここには泥がたまるという泥の排出の問題もね、あるわけなんですね。点検、チェックそのものは団員の皆さんし

っかりやってくれているんですけども、その作業をやるといったときに、草刈り程度ならまあまあ手分けしてやっ

ていくかと。じゃ、そこに入る水利はどうなのかと。これはちょっと大変な状況だなと。泥上げになったらまだ大

変だと。この辺のところは地域にも呼びかけしながら、さりとて地域だっていつでもオーケーという、こういう状

況ではないことは確かなんですけども、その辺のところのいわゆる作業を軽減する負担軽減という形の中でもって

何らかの方法を考えていかなきゃいけないんじゃないかなというふうに思うんですけども、今後の対応としてはい

かがでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   防火水槽等の泥上げにつきましては、地元で対応できない部分は業者委託しているという部分も実際あるにはあ

ります。基本的には地域の施設は地域の中で守っていただくという部分もお願いしていかなくちゃいけない部分な

のかなと思っていますので、またその辺どういうような対応ができるかという部分は消防団とも相談してまいりた

いと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） もう一点お願いします。 
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   この下段のほうにね、消防団員自動車免許取得補助というのあるんですけども、準中型以上の運転免許云々とい

う、こういう形がありました。結局消防自動車を運転するにはどこまでどうなのか、これ完成車のことを言ってい

るのかなというふうに思ったりするんですけども、この位置づけはどういうことなんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今現在の現行の普通免許ですと車両は3.5トン未満の運転しかできないという部分の中で、消防車両になるとそれ

を超える部分も出てくるというような部分の中で、こちら消防ポンプ車両を運転するためにですね、そういう団員

を増やすことで将来的に消防活動に支障がないということで補助のほうをしているところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 可搬車じゃなくて完成車のことですよね。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 3.5トン以上になるとポンプ車になってくるのかなと思っているんですけども。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 非常備消防のほうで１点聞かせていただきたいんですけども、非常備消防、多分３市で訓練

をされているかと思うんですけど、昨年は訓練はあったでしょうか。合同訓練みたいなの。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   ３市といいますか、水防訓練のほうは毎年行っているということで認識しております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） その水防訓練なんですけども、水防訓練の訓練内容でまだ木流しとか、ああいうのを対象と

してやっていらっしゃるのか、訓練内容までって御存じでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   実際川で工法をやっていたかどうかというのはちょっと私記憶ないんですけども、のり面とかを使いながらブル

ーシートの上で木流し工法等のやり方を学習したり訓練をしているということは承知しております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 私も、僣越かもしれませんが、今さらですね、木流しを行う工法をみんなで学んだり、また

木流しの木を市として植えて育てたりというのはちょっと時代にそぐっていないのかなと思いまして、それをする

のであればここら辺の免許の取得のところで重機を使えるような免許取得をして、それでもって各地域に消防団員

が減っていくんであれば、その分ちっちゃい重機、0.3ぐらいのやつを置いてやって、消防団員が常にそれを使える

ような状況、前にもお話ししたときは各事業所が、事業所というか、建設業の方々が協力してくださるかという話

になっていましたが、タイムリーにそこに建設業の方いらっしゃればあれなんですが、そうでなく、災害の起きた

ところに重機が置いてあって、それを運転できる自動車の免許なのかなと俺は最初これは見たときに思っていたん

ですが、単に普通自動車の免許だったんだなということであれなんですけども、それはこれから将来にわたっての

ことなんですが、ですんで今訓練の方法についても今後ちょっと見直しされていったほうがいいんではないかとい

う話をさせていただきますが、そういうおつもりというのはないでしょうかね、今年の訓練内容を見た上で。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 
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   今後どういう訓練が必要になってくるのか、災害時にどういうことを技術的に得ておいたほうがいいのかという

部分につきましては、また消防団のほうとも協議させていただければと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 最後に１点、すごく興味本位で聞くんですけども、消防団員の報酬について安いという声っ

て皆さんのところには聞こえてきているかどうかなんですけども、報酬は高い、安いとかというのは何かお聞きに

なったことありますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   報酬については、これまでもちょっと低かった部分もありましたけども、二、三年前ですか、国のほうの基準に

合わせて報酬のほうを上げさせていただいたところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） その後特に安いという声は聞こえていないということでよろしいですかね。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 報酬について私のほうは安い云々という話は聞いておりません。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、コミュニティ防災組織育成推進事業。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 防災士の資格取得支援があって、それぞれ地域に必ず防災士を置くというこの方針でもって

取組をされてきています。ここでも防災士ＮＯ資格支援をやっていることでございますけども、今それぞれの地域

実態としては防災士の位置づけ、どの程度どのようになっているのかなというのを大ざっぱにお聞かせいただけま

すか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今防災士につきましては、この４月１日現在ですけども、182名の方が会員登録をしていただいております。その

中で、それぞれ地域の防災リーダーとなって活躍していただきたいという部分の中で取り組んでいるんですけども、

それぞれ地域においては１人から何十人もいるというような形の中での地域への配置となっているところでござい

ます。そのような中で、防災士を置いていない不在地区につきましては19地区あるのが現状でございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 直接支援を受けて防災士の資格取った人、あるいは個人的に防災士の資格取った人、こうい

う形もあるんだろうというふうに思うんですけど、全員登録になっているのか、まだ登録していない人から登録し

てもらうという、それで消防活動に協力してもらうという、こういう位置づけなのか、その辺の実態はどのように

なっていますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   市の補助を受けて取得していただいた方につきましては全員登録していただいて、活動のほうをお願いしている

とこでございますが、ただ高齢になっている方もおりますので、ちょっとこれ以上の活動は無理だという形で今回

退会いただいた方も何名かいるのが現状でございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それからですね、防災士の皆さんこれから、先ほどもありましたように、消防団員そのもの

が人数的な面がありまして、もし災害云々といったときには、団員の中での防災士資格云々の保持者については消
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防活動そのもの、防災活動そのものに専念しなきゃならないって言ったりしていて、ダブっている人、ダブってい

ない人の絡みもあると思うんですね。そんな形があったりしていて、結局これから線状降水帯なんていう聞き慣れ

ない名前が出てきて、いつどんなようになるか分かんないような状況の中でありますから、防災士の方々から消防

団員同等の形でもって協力してもらわなきゃやっていけないという形あると思うんですけども、この辺の位置づけ

はどのような考えでおられますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今現在防災士につきましては、訓練ですとか研修会のほうに参加していただいたり、企画をしていただくという

ようなことと、あと自分が研修会等に出たことを、地域に戻ってそれを啓発していただくということでお願いして

いるところでございます。実際災害起きた場合の活動については、いろんなそういうような救助の面も含めて臨機

応変に対応していかなくちゃいけないのかなと思っておりますし、地域でどのような形で活躍できるかというのは

また防災士とも相談のほうさせていただければなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 73ページにね、自主防災組織の訓練云々って、地域でもって訓練云々というのはいろいろな

パターンでやっておられると思うんですね。地域全体でやらなきゃいけないというような訓練もやっているんだろ

うし、部分的な形でもって訓練というのもこれから大いにあってしかるべきではないかなというふうに思ったりし

ているんですね。そういう形の中で、防災士の皆さんからも大いに関わってもらう、先頭になって関わってもらう

という、こういうのが必要だと思うんですけども、そこに関わるには防災士の皆さんだって資格を持っているから

ということだけじゃなくて、やっぱり年に何回という形になるのか、その状況に合わせてという問題になるのか、

研修会等々もやりながら協力してやっていってもらうというこれが必要なことだろうと。地域の中においてだって、

消防団としての施策でいくと消防だということなんですけども、防災士の皆さんというのは団員であれば一緒なん

だけど、ところがその中で誰が防災士なのか分かんないという、こういう実態もあったりするわけなんでね、した

がってその辺のところも位置づけをしていく必要もあるんじゃないかなと。したがって、消防団員がいなくたって

防災士がいてこうだって言ったときにはその指示も仰ぐという、このくらいの形が必要になってくるんじゃないか

と思うんですけども、その辺の考え方いかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   自主防災組織のほうには防災士の資格取得者の名簿のほうはお知らせさせていただいているとこでございますの

で、今後地域での学習する機会にですね、防災士の活用をしていただくよう働きかけていきたいと思いますし、今

年につきましてはハザードマップの作成も始めておりますので、そういうものを活用した中で、地域住民への啓発

に努めていきたいなと思っているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 消防団員であったりしてその関係している人たちというのは、ほとんどそういう位置づけの

中でもって認識はしているんですけども、地域住民が果たしてどうなのかという、ここのところにも知らしめると

いうような形のものもあったほうがいいんじゃないのかなというふうに思ったりするんですね。したがって、いわ

ゆる防災体制、対応ということについてはアピールしてし過ぎるということもないというふうに思うんですね。そ

ういう形のものをやっぱり今後考えていく必要あるんじゃないかな。地域そのものについてはいろんな状況でもっ

て違ってくるというのあるんですけども、どこでも言えることは高齢者が増えてきているという実態があるわけな
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んでね、そういうときには何がどうなのかという、こういう話合いというか、研修をするという、こういう防災訓

練だって、駆けつけてどうのこうのだけじゃなくて、そういう防災訓練だってあってしかるべきじゃないかと思う

んですけども、実情に合わせた形の中で、いろいろ地元と計画しながらぜひ進めていってほしいと思うんですけど

も、一言いただけますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   住民の皆さんが集まってコミュニケーションを取る場が防災の基礎であるかなと思っております。そういう場に

ですね、出向いていって、防災の話ですとか、例えば防災用品ですとか防災グッズの話、それから今トイレ問題に

もなっていますけども、トイレの凝固剤等の使い方もですね、併せて周知、啓発できていければいいかなという部

分と思いますので、そういうふうに心がけていければなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 今の防災士の会がせっかくあるということで、ちょっとお聞きしたいんですが、防災士会と

しての特に予算というのは見積もっていないと思うんですが、実際活動って防災士会としてどんな活動を年間され

ていたんですか。令和６年度で結構ですので、お願いします。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   防災士会の活動ですけども、一応市で行っております避難所運営ですとか開設訓練のほうに参加していただいた

りですね、あと先ほども言いましたけども、防災士会で学んだことについて地域の防災活動の企画したりですね、

自分が防災意識の啓発に関わっていただいたりしているところでございます。市に要請を受けた部分の中で、防災

士に地域に出向いて講座ですとか教室やっていただくときにつきましては、一応１回2000円のほうを昨年度も支出

させていただいておりまして、昨年度につきましては８回ぐらいですか、地域のほうに出向いて活動のほうをして

いただいているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 多分それ地域に出向いてというのは、砂山会長が個人的にパワーポイントを使って発表する

とか、そういうことだろうと思うんですが、会として受けてもなかなか会員の方の活躍する場がないので、せっか

く会に入っても私が無理して頑張らなくてもいいんじゃないかと思わせてしまう節もあるかなと思うので、そこら

辺令和６年度を踏まえて今後何かアイデアがあれば教えてください。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   防災士会の中で話をさせていただいているのは、先ほども申し上げましたけども、防災ハザードマップ各地域の

部分で作りますので、まずその危険箇所を周知していただくですとか、避難経路、それからどういうときにどうい

う行動を起こすかというのをその防災マップを使いながら地域に出向いてって啓発をしていっていただきたいとい

うことをお願いしていきたいなと思っているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、消防施設・資機材整備維持管理事業についてです。髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 今ほど消防に関して霜鳥委員から広範囲な質問をいただきまして、回答もしていただきまし

たので、私の質問する余地はあまりないんですけども、１つ消防施設ということで絞って質問したいと思います。 

   私住んでいるところは妙高高原方面隊第４分団の範囲なんですけども、御多分に漏れず団員不足ということで、

地元に住所がなくてもほかの地区からの応援ということで第４分団が成り立っているということもお聞きしており
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ます。その中で消防施設ということでございます。例えば防火水槽、それから消火栓、私ども雪の多い地区につい

てはその保全といいますか、管理といいますか、非常に重要な位置づけになっております。そういうことで、この

辺はですね、ぜひ理解してもらいたいんですが、私のところにも多雪型の消火栓が２基ほどあるんですけども、シ

ーズンになってもなかなか除雪というところまで団員の仕事が行き届いていないといいますかね、そういうことで、

その辺の問題、消防団員の皆さんは１日、15日定期訓練、それからそのほかにもいろいろやっていらっしゃるんで

しょうけど、特に降雪地帯の消火栓の維持といいますかね、その辺はどういう指導をされているかちょっとお聞き

したいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   降雪期等における消火栓の維持管理でございますけども、降雪期前につきましては、消火栓ですとか防火水槽の

ホース格納箱を上のほうに上げるということと、消火栓については凍結防止のためにビニール袋をかぶせていきま

しょうと。あと、降雪時につきましては、１日、15日の消防団のほうの除雪作業のほか、降雪が続いた場合も除雪

していかなくちゃいけませんので、担当を決めた中で消火栓の維持管理を図っていただくような形にしているとこ

ろでございますが、ただ今ほど言われたように団員不足ですとか、降雪の状況も増えてきますと、なかなか間に合

っていない状況も出てきているのが現実なのかなと思っているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 何で心配しているかというと、かつて、十何年前ですかね、妙高温泉の温泉通りで死者が出

るほどの火事があったわけです。そのときは、たしか２月の24日、５日だと思ったんですが、そのときに何が消火

が遅れたかというと、当時すぐ隣に50立米の水槽たしかあったはずなんです。そこに多雪型の立ち上がりがついて

いた。残念ながらそれを使わなかったんですね。というのは、消火栓が凍っちゃって使えなかったということで、

消火作業が遅れたと。それが原因ではないんでしょうけど、１人の犠牲者が出たという経過があります。そういう

ことで、当時とは今の降雪量が違うといえば違うんですけども、どうも私ども妙高高原地帯見ますと、やっぱり除

雪が不十分だなという感じはします。私のとこにも２つありますけども、１日、15日になってもなかなか除雪はさ

れていないというのが現状です。そういうことで、ぜひその辺の維持管理をしっかりしてもらいたいのと、先ほど

霜鳥委員から地域への要請だとか、防災士との連携はどうかというようなお話もありましたけども、私は地域でも

し可能ならば地域に要請してもいいかなというふうに思うわけなんですね。今のところは全然そういう話なくて、

私らもちょっと傍観しているという立場ですし、妙高温泉区内にも多分防災士何人かいらっしゃると思うんですが、

その辺との連携ですね、いわゆる防災、特に火事という面についてはそういう連携が必要なのではないかというふ

うに思うんですけど、いかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   消防施設の維持管理という部分でございます。先ほども申し上げましたけども、やはり地域と相談する中で役割

分担して取り組んでいくことも今後は必要になってくるかなと思っております。また、消火栓のある近くの人は自

ら独自に除雪していただいている方もいるかと思いますし、その辺今後の対応につきましてはまた消防署ですとか

消防団と協議してまいりたいなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） もう一つ、私の近くに第４分団の消防小屋があるんですけども、緊急時の場合ね、なかなか

地元に勤務している人がいなく、また地元の人が少ないということで、緊急時のサイレンのボタンを押す人がなか
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なかいないんです。事実、私も以前２回ほど飛んでいってサイレンを鳴らした経過があるんですが、現実はですね、

そういうことで昼間なかなか団員の皆さんがいらっしゃらない時期が多いので、緊急時の招集のサイレン、それと

火災のお知らせ等のサイレンのお知らせが非常に遅くなることが多いんですね。その辺りをですね、今の地域住民

との連携もそうですし、防災士との連携もそうですし、緊急時の場合は消防に対してどういう対応を取るかという

ことをやっぱり積極的に地域挙げていかなければなかなかこれからは難しいなというふうに思うわけですよね。そ

ういうことで、そういうことをぜひ計画の中に入れてもらいたいと思うんですが、いかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   やっぱり平日の日中に地域に残っている人が少ないという部分の中で、消防経験者の特別消防団員の制度の話も

先ほど来出ておりましたけども、そういう団員の確保等も含めて検討のほうを進めてまいりたいと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） もう一つ、先ほど特別消防団員ね、以前私提案した案件なんですけども、消防経験者で退団

したらそのまま何も消防に携わらないという方も随分いるわけですよね。そういう人たちを積極的に特別団員とい

うことでお願いして、そういう組織をつくってもらうということも大切ですし、もう一つは消防小屋をですね、や

はりある程度開放されたほうがいいと思うんですね。私ども分団の頃は消防固有の施設ということで、なかなか開

放というわけにはいかないんですけども、緊急時の場合、サイレンでも外にないわけですよね。ですから、その辺

もある程度住民との話合いの中で消防小屋の開放ということもこれから検討していったほうがいいかと思います

が、いかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 消防小屋でも地域の人と消防団との会話する機会ですとか、そういう交流する機会も持ちな

がら、どういう役割分担ができるかという部分をまた話し合っていければなと思っておりますので、そういう部分

はまた消防団なり地域のほうにも働きかけてまいれればなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 付け加えて簡単に若干お願いいたします。 

   今ほど消火栓の話ありましてね、これ私感心していたのはね、妙高地域の妙高分団の皆さんというのは、消火栓

全部ビニールかけてしっかり囲っているんですね。今そのようにって言われたけど、ほかはじゃどうかというと、

ほか見たらそんなにないんですよね。結局多雪型でもってトップだけなんだけども、あれやっているだけでどれだ

け違うのかなって私も認識していないけども、ただ妙高分団のほうは全部それやっているというので感心していま

した。蛇足でそんなことです。 

   あとですね、消防団員のヘルメットが715個更新ということになっています。これ強度チェックをする中でもって、

何年に１度といいますか、劣化の問題もあったりするから、そういうことやるんだろうというふうに思うんですけ

ども、この更新されたヘルメットの位置づけどうなっているかなというふうに思うんですね。正規の場所では使え

ないという形になるから、廃棄処分になっているのかなというふうに思ったりもするんですけども、地域の中でも

って避難訓練やったりするときの何もなくよりもあったほうがいいかと。頭を保護するというのはやっぱりヘルメ

ットだよという形の中で、実は昨年笹ヶ峰でドローンやったときにね、折り畳み式ヘルメットというのあったりし

ていて、こんなのもかなと思ったりしたんですけども、その辺のところもこれから研究する中で、やっぱり避難訓

練のときに活用できるような位置づけ、形づくりをする必要があるかと。人間誰しもそうなんですけどね、とにか

くヘルメットかぶってそのスタイルになると精神的にも変わってくるかというのもあったりするんですけども、廃



 

 - 25 - 

物利用でもって、そんなにしょっちゅう現場へ出てやるというわけじゃないから、廃物利用で活用できるというシ

ステムにならないのかなというふうに思ったりするんですけど、その辺の考え方はいかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今回消防のヘルメットのほうを更新させていただきましたけども、こちらのほうは耐用年数云々もありましたの

で、処分のほうさせていただきました。あと、地域の自主防災組織の皆さんからは、やはり消防の防災力の補助金

等を使ってヘルメット等を用意していただいているとこもありますので、そういうのを活用した中で自らの安全の

ほうの確保を図っていただければなと思っているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 逆に言うと、そういうことやってくださいよという形の中で、例えば廃物利用でもってＰＲ

版でもって呼びかけをするという、きっかけづくりをするというこの辺のところはいかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 今回廃棄したということで、特に地域のほうには呼びかけておりませんが、耐用年数あるも

のを御購入いただくような形でお願いできればなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 続きまして、災害対策事業です。今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。災害対策事業ということで、先ほど提案説明の中でも危機管理の体

制整備をしていらっしゃるということでお話がございました。今も防災に関してだけでもこれだけいろいろ質疑が

出た中でですね、いろいろな様々な支援事業をしながら、発災時というのは国や県と連携しながら防災対策と発災

時の対応といろいろやらなきゃいけないと。令和６年度からだったと思うんですが、上越地域消防事務組合からの

派遣も来て、体制を組んでいらっしゃるんですが、これ市長にお伺いできればと思うんですが、危機管理室の人員

というのは令和６年度いろいろ通して率直に足りているのか足りていないのか、今後も見据えてどうだったのかと

いうのをお伺いしたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 市長。 

〇市長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   まず、先ほど言ったように、危機管理専門官を配置させていただいて１年間させていただきましたので、私は妙

高市の現状からいってどこまでやるのが災害対応、予防対応に対してベストかというところはよくよくまた検証さ

せていただいて、今後また検討させていただきたいと思いますが、限られた人員という形がございますので、その

中でより効果的な成果が発揮できる仕組みはまた検証させていただきたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。大雨、気象情報とかですね、いろいろ今後これまでとは違った対

応が必要になってくるかと思いますので、令和６年度を踏まえて、今言ったように、民間との連携だとか、今ほど

たくさん出ました防災士会との連携というのも必要になってくると思いますので、ぜひ令和６年度の事例を基にし

て取り組んでいただきたいと思います。 

   以上です。 

〇委員長（葭原利昌） 歳出に対するそのほか質疑ございませんでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（葭原利昌） 総務課全体を通して何かございますでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   以上で議案第32号の当委員会所管事項のうち総務課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、午後１時まで休憩します。 

休憩  午前１１時５３分 

再開  午後 １時００分 

〇委員長（葭原利昌） 休憩を解いて会議を続けます。 

                                                     

  議案第４０号 動産の取得について（トイレコンテナ） 

〇委員長（葭原利昌） それでは、議案第40号 動産の取得について（トイレコンテナ）についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第40号 動産の取得について（トイレコンテナ）について御

説明申し上げます。 

   本案は、トイレ環境の悪化が避難生活や健康面に大きな影響を及ぼすことから、新たな災害時のトイレ対策とし

て、トイレコンテナ２台の取得に係る契約の締結について議会の議決を求めるものであります。 

   この売買契約につきましては、指名競争入札を８月22日に執行し、その結果、契約金額2871万円、契約の相手方

は株式会社こうさか妙高と売買契約を締結したいものであります。 

   なお、納品につきましては、受注生産となることから、12月中旬を予定しております。 

   以上、議案第40号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第40号に対する質疑を行います。 

   天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 総括質疑でも２点ほど聞かせてもらったので、その続きをお聞かせください。 

   まず、昨今トイレカーとかトイレコンテナとか、今回はこのようなコンテナ式なんですが、この形、この内容に

選定をした理由があればお聞かせください。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   トイレコンテナですとかトイレトレーラー、トイレカーを比較をする中で検討のほうを進めてきたところでござ

いますが、トイレコンテナのメリットにつきましては、頑丈な構造で造られておりまして、寒冷地などでの使用で

すとか、災害にも強い、耐久性があるということになっておりますし、それから災害時ですとかイベント会場など

で多くの人が集まるところで利用ができるということと、内部も広いということですので、今回提案させていただ

いていますけども、男性用、女性用、それから多目的トイレを設けることができるという部分でございます。また、

エアコンや換気システムなども設置できるという点も優れている点なのかなと思っております。あと、そのほかコ

スト面にいたしましても、ほかの移動式トイレと比べまして比較的安価で購入できるという部分でトイレコンテナ

のほうを選定させていただいたところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 今おっしゃった安価というのは、トイレカーとかですと多分１台で2600万円ぐらいするので、
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確かに安価ではあるんですけど、便利さからすると、自走式であればすぐに移動ができるし、給水や排水等もやり

やすいかなと私は思ってはいるんですが、さりとていろいろやってみて決めたということなんですが、給水、水を

どこかから持ってこなければいけないというところが非常に災害の場合は重要になってくるんですが、これ水洗の

機能もついていますけど、水はどのように給水されますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   水の給水につきましては、水道設備があるところはそこから給水という形になりますけど、ないところであれば

給水車等を利用しての給水になるかなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 当然給水車も完備しないといけないと思うんですが、これを買ったときに給水の点はどこか

に提携をするというか、連携をするというか、どのようにやるというのまで決めてこれを導入したというふうに思

っていていいですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   給水車につきましては、建設課のほうでも所有しておりますので、そちらと連携した中で使用していきたいなと

思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） ほかの地域との連携がきちんとできるかが非常に鍵でございまして、避難地へのより迅速な

派遣に向けては、内閣府が６月に創設した災害対応車両登録制度というのがあります。ここに登録して、何かあっ

たら連携しながら使うようにするということでよろしいですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今回のトイレコンテナにつきましてもそちらのほうに登録させていただきまして、災害時の応援体制のほうは整

備していきたいなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 一、二点ほどちょっとお願いいたします。 

   便槽タンクは床下ということになっておりますけども、回数的に7600回、これは7600回というのはこのくらいの

人数だよという、こういう認識でよろしいですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） 使用につきまして7600回ということで、人という形で理解していただければと思っておりま

す。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） あと、給水タンク、発電機は別置き。今給水タンクの話はありました。発電機も別置きとい

ったときに、場所によってはこの発電機の位置づけ、どの程度の発電機になるかというのもあるんですけどね、商

用電源のあるところはそこからつなぎ込むよという形で載っているんですが、発電機容量というのはどのくらいの

ものであればどうなのか、あるいは場所によっては危険度というか、安全対策というその辺のところの費用はどの

ようになっているかお聞かせをいただけますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 
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〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   発電機につきましては、エアコンですとか照明、それから温水洗浄便座などで使用をする予定でおりまして、エ

アコン等の稼働にもよりますけども、燃料タンクの容量につきましては26リッター、フル稼働で満タンで15時間の

稼働というような形になっております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 設置場所については、隣に並べておくという、こういう位置づけですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   発電機、給水タンク使う場合には近くに置いておくというような形になります。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 前に総括質疑でお聞きしたときには、これを移動させるのに25トン車でつり上げて運ぶとい

うような話だったんですけど、それ間違いなかったでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   25トン車のクレーン車でつり上げて、10トンのトラックで運ぶような形で考えております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 25トンの取りあえずクレーン車があって、そこに10トンのトラックの上に積んで、10トンの

トラックが現地まで行って、下ろすときは25トンのまたクレーンが要るということでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   下ろすときもクレーン車が要るというような形です。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） そもそも災害地で25トンのトレーラーが入れればいいですが、道の駅に専属で出し入れする

というだけだったら分かりますが、被災地に25トンの自重のあるトレーラーを入れていく、ましてや車幅のあるも

のを入れていくこと自体が相当難しいのかなと思うんですが、そこら辺りは特に問題ないんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   災害地に行って、状況の悪いところには行けない可能性もあるかもしれませんけども、避難先の中でトイレの使

えないようなところにはうちのほうからも派遣して、応援体制を取っていきたいと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 自重で５トンあるわけですね、これね。通常だと地面を平らにならして置けるような形にし

て置くのかなと思うんですけども、被災地って斜めになっているようなところでもとんと置いて使う、それかその

前段で誰かが乗り込んでいって、土地をならして置けるようにしてから置く。何でこんなこと言うかというと、被

災地なので、土地をならすだけでも人員を取ったり作業が必要であればあまり、7600回使えるから、取りあえず人

間が平らにして置いてやれば便利かもしれないけど、そもそも入れないようなところに人を取って平らにならすと

いう手間まであるのに、これを本当に活用できるメリットって大きいのかなというのはちょっと疑問に思うんです

けど、どんなもんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 
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〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   設置につきましては、平らなところで、場合によっては四隅にコンクリートブロック等を置きながら設置できれ

ばいいかなと思っております。設置しづらいところには置けない部分も出てくるかと思いますので、それは要請な

りうちの派遣するときの状況に応じて判断させてもらえればなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） ということは、やっぱりすごく条件のいいところで、とにかく人がいっぱい集まってトイレ

が足りなくなるよと言われたときに条件のいいところへ持っていくというのが前提でこれを導入するということな

んでしょうと思うんですが、仮にですね、これはそれ使ってみてよければ今後もっと２台、３台と増やしていく、

今２台ですけど、３台、４台と増やしていく予定というのはありますか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   維持管理の部分もございますので、取りあえず２台を所有した中で、今後対応についてはまた検討していきたい

なと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） すみません、しつこいようですけど。これは総括質疑のときにはしまっておくというような

話だったんですけど、せっかくあるんだから、これ使いながらしまうというんでしょうかね、Ｔｕｋａｗａｓｅｔ

ｅｏｋｙａいいんじゃないですか。いざとなったときそこから持っていきゃいいんじゃないかなと思うんですけど

も、常に使う状態では駄目なんですかね、これ。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   一応平時につきましては道の駅、それから夏場については笹ヶ峰に置いてですね、平時等でも利用できるように

はしていきたいと思っておりますし、またイベント等でも貸出しをする中で、トイレコンテナ等の啓発等も含めて

ですね、対応していきたいなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 平時の設置場所ですけども、道の駅あらいと笹ヶ峰、イベント会場、イベント会場は臨時な

ものは分かるんですが、道の駅あらいも笹ヶ峰もトイレは完備しているような気もしないでもないんですが、なぜ

そこへわざわざコンテナトイレを置くのか、ちょっと理由聞かせてもらいたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   平時においてもですね、いろんな利用ですとか、このトイレコンテナの啓発という部分の中で努めていきたいと

いう部分もございますので、一応道の駅あらいと笹ヶ峰のほうにしております。笹ヶ峰のほうもトイレ完備してい

るとこもありますけども、登山口入り口での利用者も増えてきているというような状況の中で、トイレコンテナの

ほうを置いた中でまた活用を図っていければなと思っているとこでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 髙田委員。 

〇髙田委員（髙田保則） 登山口の駐車場のトイレはいつも苦情が出るところなんですけども、あそこをもっときれい

な改修といいますかね、すれば別に簡易トイレを置く必要はないと思うんですけども、ただそれが簡易トイレがあ

るために公共の設備が改修がおざなりになるということはちょっと避けてもらいたいと思いますけども、そんなこ

とでちょっと理由がね、分からないんですけど。もう一つは、キャンプ場の中のトイレがね、随分苦情があるんで
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すよね、あそこね。そうすると、そういうところへ仮に置くとかということを考えたほうがいいんじゃないかと思

うんですけど、いかがですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   設置場所については、いろいろ動かすことも可能になっておりますので、また条件に合ったところに置いていく

ような形で考えていきたいと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） いろいろ議論がなされてきていますけども、これだけのトイレコンテナ、コンテナですから、

もっと改良型という形でもって今回使う中でね、極端なこと言うと、これにタイヤをつけておいて牽引していった

らどこでも持っていけるよと。見たらね、階段、スロープは別発注ということになっているから、そういうことも

可能なんじゃないのかなというふうに思ったりするんですよね。それと併せて、そういうとこを発展させるんであ

れば、でかさ的にだってもし牽引でもって対応できるんであれば、もうちょっと小型にしていたって、そうすると

どこでも行けるという、そういうのを、今回これをやることによって新たな視点というものをちゃんと見ていく必

要があるんじゃないかと。利便性の問題があると思うんですね。利便性というのは何かというと、どこでも使える

ということだと思うんです。これでいっているとね、平時の設置場所というのはこういう開けた場所でもって、通

常イベント対応のときに使うんだよという、こういう認識になっちゃうんじゃないかと思うんですけども、その辺

のところはまたこれから発展させて考えていくのかどうなのか、その辺のところも今後の対応という考え方はいか

がですか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   機動力、機能性があるということであれば、車ですとかのタイヤついている部分がいいかと思うんですけども、

そうなってきますとなかなか便器の基数とかも制限されてくる部分もございますので、今回はトイレコンテナでそ

れなりの人数でも対応できるような形で整備をさせていただきたいと思いますし、今後におきましてはまたその状

況等、それから全国的に配備される移動式のトイレの状況等も踏まえた中で対応のほうを検討させていただきたい

なと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第40号 動産の取得について（トイレコンテナ）については、原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第40号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第４４号 妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する 

         条例及び妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関 
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         する条例の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（葭原利昌） 次に、議案第44号 妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の

公営に関する条例及び妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一

部を改正する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第44号 妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運

動用ポスターの作成の公営に関する条例及び妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の

公営に関する条例の一部を改正する条例議定について御説明申し上げます。 

   本案は、国政選挙における公営単価に準拠している本市の市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用ポスタ

ー及びビラの作成の公営に係る限度額について、公職選挙法施行令が改正されたことにより限度額が引き上げられ

たことから、条例の一部を改正したいものであります。 

   なお、改正された限度額は公布日以後に告示される選挙からの適用となります。 

   以上、議案第44号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第44号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第44号 妙高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例及び妙

高市議会議員及び妙高市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例議定に

ついては、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第44号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第４８号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） 次に、議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） ただいま議題となりました議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）

のうち総務課所管事項について御説明申し上げます。 

   まず、歳出から御説明いたします。補正予算書の13ページを御覧ください。上段の２款１項１目、スマート自治

体推進事業は、情報システムの標準化、共通化対応について、標準化対象20業務システムのうち14業務の稼働日が

開発ベンダーのシステムエンジニア等のリソース不足により令和８年度に延期されることから、当該業務システム

の移行作業に係る委託料9127万8000円を減額補正したいものであります。 
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   その下、２款１項５目、庁用車管理事業は、公用車に設置しているテレビ受信機能がついたカーナビゲーション

システムに係る未契約８台分のＮＨＫ受信料79万5000円を補正したいものであります。 

   戻りまして、９ページを御覧ください。次に、歳入について御説明いたします。上段の16款２項１目、デジタル

基盤改革支援補助金は、今ほど説明いたしました情報システム標準化、共通化対応業務委託料に係る国からの補助

金を減額したいものであります。 

   以上、総務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第48号の当委員会所管事項のうち総務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 今ほどベンダーのあれで今年できなくなっちゃったというんですけども、これ委託契約結ば

れているわけで、ベンダーに対する罰則とか何かは考えられていますでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今年度と来年度分の委託契約はまだ結んでおりませんで、単年度、単年度での契約になっておりますので、特に

罰則等は考えておりません。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） ２か年度で、今回はこれはないけども、来年度でまたそのけつが追っついてきて、ちゃんと

２か年できっちり終了になるということは確約されているということでよろしいんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   国の補助金のほうも令和12年度までの延長となっておりますので、国の補助金については単年度、単年度での交

付ということですので、今年度分の国の補助金は今年度分、来年度分の補助金は来年度分入ってくるという形の中

で進めさせていただきたいと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） ２か年度のやつが、今年のやつは返しますよと、来年のやつはもらいますよと、今年の分は

損しちゃうということなんですか、それとも翌年度もう一回もらい直せるということなんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 総務課長。 

〇総務課長（大野敏宏） お答えいたします。 

   今年度分に対する補助金は今年度入ってきますし、来年度に実施する分につきましては国の交付金として来年度

入ってきますので、御心配はないかなと思っております。 

〇委員長（葭原利昌） ほかよろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、暫時休憩します。 

休憩  午後 １時２４分 

再開  午後 １時２６分 

〇委員長（葭原利昌） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、企画政策課の審査に入ります。審査終了のめどは14時45分となっておりますので、御協力をお願いい
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たします。 

                                                     

  議案第３２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） まず、議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員

会所管事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） よろしくお願いいたします。ただいま議題となりました議案第32号 令和６年度新潟県

妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち企画政策課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   まず、歳入の主なものについて申し上げます。決算書30ページを御覧ください。上段の16款２項１目２節デジタ

ル田園都市国家構想交付金のうち907万3936円は、地域課題の解決に向けた官民共創による事業化支援、関係人口の

創出、拡大に向けた当市の魅力発信や都市部人材との交流促進などの事業に対する国の交付金であります。 

   次に、歳出の主なものについて申し上げます。82ページを御覧ください。中段の２款１項２目、広報活動推進事

業は、市民生活に必要な行政情報を迅速かつ的確に届けるため、市報みょうこうやホームページ、フェイスブック

などの情報媒体に加え、新たにインスタグラムも活用することで情報発信の強化を図りました。また、パブリック

コメントや市長への手紙を実施し、市政への意見を積極的に収集したほか、ラインを使った道路、防犯灯の通報受

付などの広聴活動も展開しました。 

   90ページを御覧ください。上段の２款１項６目、総合計画推進事業は、行政経営の指針となる第４次妙高市総合

計画を策定するため、総合計画審議会による審議のほか、議員との意見交換や市民説明会などを実施しました。ま

た、第３次総合計画に掲げる施策を効果的、効率的に推進するため、総合計画審議会による第三者評価のほか、職

員による事業の進捗管理や課題把握などを行い、主要な施策の継続的な改善に努めました。 

   続いて、その下の地方創生推進事業は、地域課題や行政課題の解決に向け、首都圏人材の参画を得ながら新たな

視点での施策の立案や事業化を図るとともに、渋谷キューズ等の官民共創施設やテレワーク研修交流施設を活用し

たイベントやセミナーを開催し、関係人口の創出、拡大に取り組みました。 

   以上、企画政策課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、認定賜りますようお願い申し上げ

ます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第32号の当委員会所管事項のうち企画政策課の所管事項に対する質疑を行います。 

   37番、２款１項総務管理費、企画費に対する質疑を行います。天野委員。 

〇天野委員（天野京子） よろしくお願いいたします。総括質疑でも若干お聞きをしたので、その続きをさせていただ

きます。 

   まず、企画費としては当初予算では5530万円ということで、概要のほうでもこのときには大規模設備更新への支

援とか、妙高高原駅のエレベーターの新設ということが上がっていたので、5500万円以上の予算がついたと思うん

ですが、決算になるとすごい減額をされていますけど、これ途中から環境生活課等に事業が移管したためというこ

とでよろしいんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   令和６年度の予算の段階では、鉄道に関する事業費を企画費の中で計上しておりました。ですけども、環境生活

課に所管替えになったということによりまして、今回の決算についてはそれを除いた部分が企画政策課の所管とな

ります。 
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〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） それにしてもなんですが、今回この決算額の概要だと141万7565円というふうになっているん

ですけども、決算書ちょっと金額違いますよね。決算書の金額ですと2119万4125円ではないかなと。ここも企画費

と言いながらちょっとお値段が違うのは、どこの部分が本当の企画費で、どこの部分が、例えばですけど、多分固

定資産税を補填をされていたような感じがしていまして、昔から。大体1400万ぐらいしていたと思うんですが、こ

の決算書の額とここに書いてある決算額が違うので、ちょっとこれ説明をお願いをいたします。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   決算書の企画費のうち環境生活課に移管となっておりますものは、負担金のうちですね、北陸新幹線建設・活用

促進期成同盟会の関係、それからえちごトキめき鉄道活性化協議会の関係、それから新潟空港整備推進協議会の関

係、それから上越・北陸新幹線直行特急実現期成同盟会、その下のしなの鉄道北しなの線運営協議会、それから次

の補助金は全てでございます。トキ鉄に関係いたします経営安定支援、この部分は今ほど天野委員さんがおっしゃ

った固定資産税相当額を支援する、経営安定のために支援するという補助金になりますけども、この部分は環境生

活課のほうに移管となっておりますし、その下の大規模設備更新支援の補助金も環境生活課の所管となっておりま

す。ですので、それを除いたところが私ども企画政策課の所管になります。 

〇委員長（葭原利昌） 続いて、総合計画推進事業について。今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。総合計画の計画策定に携わる職員というのはどのような職員が携わ

ってきたのかというのを教えていただきたいんですが。計画策定ってやっぱり大変なので、結構職務経験が豊富な

方かなと思うんですが、その辺りいかがでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   全体的に申し上げますと、全職員が関わってまいりました。その中でもやはり庁内でワーキンググループをつく

って、その中で計画についていろいろと審議をしていただくといいましょうか、協議、検討していただくのは中堅

といいましょうか、主査クラス、30代後半から40代ぐらいの皆さん方と係長クラスが具体的に実態を踏まえて検討

した上で、課長クラスがですね、それについて協議をして、議論をして、それをまとめ上げる段階では課長会議の

中で議論をしてまとめ上げてきたということでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。総合計画という本当に市の指針となるような計画なので、そういっ

た組織的な意思決定に職員が関わるというのは、自分たち公務員、要は市を預かる立場として非常に意識を自覚す

るというか、そういういい機会だと思うんですね。加えて、若手職員の能力開発という面も計画を策定する中で見

えてくるかと思うんですが、その辺って何か感じたこととかございましたでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   総合計画の策定を通じてスキルアップですとか能力開発の部分ということだというふうに思いますけども、やは

り自分だけで考え込むのではなくて、多様な意見を聞きながらまとめ上げるというところは重要なスキルだという

ふうに思っておりまして、その部分はこの検討の過程の中で学んだところがあったのではないかなというふうに思

います。それと、先日の本会議の総括の中でもお答えをさせていただきましたけども、専門事業者さんの知見を感

じることによってシェアが広がるといいましょうか、そういう考え方があるんだとか、民間の皆さん方ではこうい
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う発想を持たれているんだとか、そういうところも学びになったのではないかなというふうに思っております。一

番大きかったところは、同じ職員同士でですとか、市民の皆さん方も交えてワークショップをやりましたけども、

ああいうところでいろんな方と意見交換する、議論するというところは職員の学びになっているのではないかなと

いうふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 職員の学びになっている部分プラスこの計画つくっただけでもちろん終わりではないので、

今ほど聞いた話だと、いろいろと全職員がいろんな形で関わって計画を策定したということで、その遂行ですね、

それやるのもやっぱり市の職員が中心となってというふうになりますが、その辺りも意識の醸成できたというよう

な認識でいらっしゃいますでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   私も含めてなんですけども、計画をつくって終わりという感が非常に強かったかなというふうに思っております。

しかしながら、計画を推進していくというところが重要になりますので、計画を策定したその計画の中身について

は、職場内研修といいましょうか、職員研修の中でやらせていただいております。今年度もうスタートをさせてい

ただいておりますし、事あるごとに計画に基づいて我々が今年度何をやるかというところを考えるというふうな動

機づけは予算編成などの機会を捉えてやっていきたいなというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） それでは続いて、地方創生推進事業です。渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） じゃ、地方創生推進事業なんですが、これは折に触れ、いろいろなところで話が出てくるの

で、大体の内容は分かっているつもりですが、毎回毎回問題になるのがいろんな人たちとの関係人口を増やしてい

くとか、また問題解決に向けたというような、それが何か水戸黄門でいうと印籠みたいになっていて、関係人口を

増やせばいいんだよと。課題解決すればいいんだよ。それ今どこら辺までどんなふうになっているのというのはや

っぱりなかなか見えづらい。それを目に見えるような形にするのに何か方策とか、これからの考え方、今回のこの

決算に関して、今回こういうのをやったら、例えば渋谷キューズで何人と会ってこうなったから、それを受けてこ

んなふうになってくるんだよとか、こんなふうになりましたよとか、また関係人口はそうですけども、課題解決に

向けては連携まちづくりプロジェクトでこういう課題があったのに、大学生のほうに投げたらこういう意見があっ

て、こういうふうな解決に結びついてきて、だけども解決しなかったけど、ここまではできたんだよとかという、

そういう途中経過が見えたり、解決に結びついたり、関係人口が見えるような形のものを何かお持ちですか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 総体的な御質疑かなというふうに思います。関係人口を創出、拡大をして、その皆さん

方のお力をお借りして課題解決しますというふうにこの事業を御説明するときには申し上げてきております。関係

人口は、考え方とすると数が多ければいいというふうには思っていないんです。何かしらの課題解決に継続的に関

わってくださる方が、少数でもいいので、出てくれば非常にありがたいなというふうに思っております。そのため

にこの事業の中で渋谷のキューズでイベントをやったりしているわけですけども、それは裾野を広げるための取組

だというふうに思っております。その中でいろいろと継続的に関係性を築くことによって、何かしら課題解決に力

を貸してくださるのではないかなというふうに思っております。関係人口の取組は、多分四、五年ぐらい継続して

中身を変えながら、改善しながらやってきていると思うんですけども、ようやく令和６年度中にですね、１つの成

果に近づいたということを事例として申し上げますと、この中でいうと官民共創人材活用事業の中で御縁のできた

方が関山神社の歴史、文化を磨き上げて誘客をできないかということで、令和６年度中にテストマーケティングを
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やられました。それをですね、そのときに得たものを令和７年度に今度ブラッシュアップをしてまた試行するとい

う流れになってきております。これは、地域の中では気づかなかったところを資源として磨き上げて、特にインバ

ウンド向けなんですけども、旅行商品を作って誘客できないかというふうなことを実際に妙高市をフィールドにし

てやっていただいております。もう一つ申し上げますと、関係人口課題解決プロジェクトの中でできた御縁で、大

滝荘にですね、この夏に親子の体験交流事業を誘致をしてくださいました。８月の３日から５日までの２泊３日だ

ったんですけども、20人ぐらいの親子が来られて、地元の方に御案内していただきながら自然を体験して帰られた

というようなことございます。ですので、そういうところが少しずつでも出ていくように、我々としてもこの事業

を改善をしながら進めていきたいというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 確かにね、関係人口というのはそういうふうな、言うなれば今種をまいておいて、上から水

をあげて、芽が出てくるのを待っているような状態だと思うんですよね。だけど、私はせっかくこれで2000万から

かけるんであれば、そこに肥料をくれてやらなきゃいけないと思うんですよね。何を言いたいかというと、芽が出

てくるのを待つのではなく、芽を出してやる取組というんでしょうかね、例えばちょこっとでも今ほどおっしゃっ

たみたいにつながりが出てきたら、そのつながりを広げるような取組、例えばキューズにうちの職員をある程度派

遣して、何か月か派遣して、そこでつながった人について、言うなれば旅行のツアーコンダクターみたいなもんで

すよね、そこでつながった人に縁を持たせて、いろんなところからまず来てもらうというような作業をしてみたり、

今磨き上げの部分についても、磨き上げるのはその人たちが自分たちでいいと思ったところをつくったのをこちら

で磨き上げるんじゃなくて、誰か市から文化財の何とかという人をつけてあげたりなんかして、それをもうちょっ

と本当にしっかりした形にして、それを形づくったものを一つのイベントというんでしょうかね、企画としてしっ

かりしたものにするというか、ちょっと何か遠回しなんですけども、あくまでも出てくるのを待つ関係人口でなく、

肥料をくれて芽を出させる関係人口の育成というのが必要なんではないか。言うなれば今ね、あそこ、大滝荘で使

ったのは、昔だって棚田とかめだかの楽耕というのでもともとやっていたことですよね。それがたまたま落ちぶれ

てきて、たまたま関係人口の人がもう一回復活させてくれたから、よかった、よかったって言っているけど、もと

もとのめだかの楽耕とか棚田の活用を続けていれば、そもそもそれぐらいの人数は出てくるわけなんですよ。だけ

ども、一回それが下振れになってきたのがまた出てきたから、よかった、よかったでなく、今までのやつをもう一

回てこ入れして、こっちから上がってきたやつと今度併せてダブルで上に上げていくというか、それ肥料をやると

いうようなイメージ私しているんですけども、とにかく能動的に関係人口を増やすという取組がもう少し必要なん

ではないかなと思っているんですが、そこら辺り何かお考えございますか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   令和６年度中はですね、率直に申し上げると、妙高市で起業したいという方をキーにして関係人口をつくるため

のイベントをキューズ等で開催をさせていただいております。令和６年度やってみて感じたところ、課題感として

持ったところはですね、イベント等に１回20人ぐらい集まってきていただけるんですけども、その方々は何かしら

地方に関わりたいというふうに思っていらっしゃるということと、何に関われるかということを明らかにしていか

ないとなかなか関わってくれないといいましょうか、そういうところを感じたところです。ですので、今の渡部委

員さんのおっしゃる肥料になるかどうか分からないんですが、今年度は我々行政だけではなくて、例えば市内の事

業者さんが抱えていらっしゃるような課題で外部の人の力を借りて解決をしたいというふうに思っているようなこ

とですとか、それが地域の中でも結構だと思うんですけども、そういうものをきちっと明らかにして、キューズな
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どに持ち込んでイベントをやる、そのときにもやはり市内の事業者さんからきちっと出向いていただいて課題を訴

えていただく、そこで関係性を築いていただくような取組が必要ではないかということで今年度そういうような取

組をさせていただこうというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。今ほど大きな話を渡部委員してくださった中で、小さくて申し訳な

いんですが、地方創生推進事業の中で課題、地域課題、行政課題というのが附属資料の中にとてもたくさん単語が

出てくるんですけれども、そもそも地域課題と行政課題というのは、例えば人口減少なのか、人手が足りないなの

か、その辺の課題というのが何を指すのかというのを、このときの、教えていただいてもいいですか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   妙高市が直面している最重要の課題は人口減少対策だというふうに思っておりますけども、それは関係人口をつ

くる上で課題ですというふうに訴えかけてもですね、なかなか関係性は築けないというふうに思っております。で

すので、もう少し小さいといいましょうか、現実的なところの課題だというふうに思っておりまして、人手不足解

消もどちらかというと中間的な課題だというふうに思っていますので、もう少し掘り下げたものを特定をして、テ

ーマとした上で関係人口をつくっていくというふうな意味合いで使わせていただいております。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） では、もうちょっと掘り下げたものを例えば渋谷キューズだとか官民共創、いろいろな事業

をやる中で提示をして、先ほど言われたように、これに関わりたい人、要は地方に関わりたいという人がいるとい

うのは私もよく分かるんですが、なのでその中から関われるところを外の人が探して一緒にやっていきましょうよ

というような事業をやってきたというような理解でよかったですかね。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   今田副委員長さんが言われたところは、どちらかというと今年度の取組に近いところだというふうに思います。

昨年度は、課題というふうに挙げておりましたけども、先ほどお話ししたように、妙高市で起業されたい方をキー

として関係人口をつくる取組を令和６年度はさせていただきました。ですので、起業される方の持っていらっしゃ

る課題を通じて関係人口をつくろうというふうに進めてきたところでございます。具体的に申し上げますと、例え

ば自分で飲食業をやりたいというふうな方がいらっしゃったんですけども、その方がどのような飲食店にしようか

というところを非常に迷っていると、それほど大がかりな、大きな店舗にもできないからということで、どのよう

な形態のものだったら魅力的なのかというようなことを投げかけて御意見を頂戴したというような事例がございま

す。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） なかなか、すみません、理解が難しくて、今説明をしていただいて、分かったような分かっ

ていないような感じなんですが、人口減少というのは避けられない現実、それは日本全国どこもそうなので、こう

いった事業をやる中で、令和６年度の今話を聞くと、要は向こう側というか、何かやりたい人、起業したい人の課

題というのを一緒に解決していこうみたいな感じなのかなというふうに思いました。こちらは受ける側なんですけ

ど、行政の仕組みも、これだけいろいろ社会情勢、人口も減ってきている中で、そこの仕組み、受け側の仕組みも

変えていかないと、なかなかそこのマッチングって難しいと思うんですけれども、令和６年度やってみて、その辺

の例えば企画政策課の体制だとか、市役所側の体制、それについて何か気づいた点だとか、課題だと思った点とい
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うのはございますでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   関係人口をつくるという取組は私どもの事業の中でやらせていただいておりますけども、いろんな分野に関わっ

てくるものだというふうに思っております。産業、商工業の中での人材のシェアみたいなこともありますし、農業

分野でもやっぱり担い手の確保の部分にもつながってくるだろうというふうに思っております。ですので、昨年度

もいろんな課の皆さん方と一緒にキューズに出向いてイベントをやるですとか、そこでリモートワークをするです

とかということをさせていただいております。ですので、今年度もより一層そういうことはやっていかなくてはい

けないかなというふうに思っておりますし、それによってやはり我々職員も気づき、学びがあるというふうに思っ

ておりますので、そういう面からもそういう取組はしてまいりたいなというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございました。 

   あともう一点、すみません、お願いします。この事業の中でエコモビあったと思うんですね。こちらなんですが、

多分回遊性向上による地域活性化に資する移動手段というのがそもそもの目的であったと思うんです。令和６年度

どこにステーション設置して、その辺の目的というのが達成されたかどうかというのはいかがでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   この事業自体は、令和４年度から継続をしておるものでございます。サイクルポート、エコモビを設置した場所

ですけども、これまでと同様にテレワーク研修交流施設、それから妙高高原の観光案内所、それから新赤倉のスカ

イケーブル乗り場、それと赤倉のインフォメーションセンター、その４か所に設置をしております。そこで、これ

までの利用状況なんですけども、ずっとこれまで同じ傾向にあるんですが、一番多く利用されているのはＢＡＳＥ

ＣＡＭＰ、テレワーク研修交流施設のところです。次いで妙高高原駅にあります観光案内所になります。そこも貸

出数も多いし、返却数も多いということになっております。それと、利用時間を見ますと、大体30分程度の利用に

なります。ですので、ちょこっと観光スポット間を移動して帰ってくるような利用の仕方が主だというふうに思っ

ております。それと、高原駅ですと鉄道を利用して来られた方がそこで自転車に乗られて少し回遊されるというよ

うな傾向も出てきております。しかしながら、３年間実証をやりましたけども、やはり利用者数をこれ以上伸ばす

ですとか、採算性のあるものにしていくというところはなかなか難しいのかなというところが令和６年度までの実

証で感じたところです。 

〇委員長（葭原利昌） 続いて、テレワーク研修交流施設管理運営事業について。今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） 引き続きお願いします。テレワーク研修交流施設なんですが、条例に設置目的がございます。

その設置目的というのが市内における関係人口の創出及び地域経済の活性化ということで記載があるんですが、そ

れにおいて令和６年度の事業内容、それから成果についてはいかがでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えさせていただきます。 

   令和６年度のテレワーク研修交流施設の利用状況から御説明申し上げますと、利用者数、実際にお金をお支払い

いただいて施設を利用された方になりますが、3348人でございました。令和５年度に比べますと349人、11％ほど増

えております。これはですね、ようやくオープンから時間がたつにつれて認知度も高まってくるということと、１

つはドロップインのぽっと来られて利用される方なんですけども、外国人の方が増えてきているというところも１
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つあるのかなというふうに思っております。 

   先ほどの今田副委員長さんの目的のために貢献したかどうかということなんですけども、これまでは、令和５年

度まではどちらかというと施設を御利用いただくにとどまっていた管理運営だったかなというふうに思っておりま

す。しかしながら、令和６年度は指定管理者の方が自分で利用されている方とコラボをされて、エリアの中での飲

食店マップを作られたり、外国人向けの地域情報を発信するサイトに登録をしたりとかですね、あとはカフェで２

か月に１回異業種交流会をやられたりしております。そういう取組は令和６年度は活発化したのではないかなとい

うふうに思っております。その中からビジネスマッチングといいましょうか、つながりができて、いろんな取組に

つながっているものが出てきておりますので、やはり関係人口をつくって、地域活性化の部分はようやく令和６年

度に少し成果が出始めたのではないかなというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） ありがとうございます。近くにビジターセンターがございます。予算のときだったか、要は

ビジターセンターだとか、周辺のそういった施設との連携もあったほうがいいんじゃないかというお話もありまし

たが、その辺りというのは企画政策課から見てどのように見ておられますか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   結論的に申し上げますと、連携して何か取組が始まったかというと、始まっていないというのが現状だというふ

うに思っております。ただ、令和６年度中にビジターセンターの指定管理者さんといろいろと情報交換をしたり、

何か連携した取組をやろうではないかということで定期的なミーティングを開催しておるというふうに聞いており

ますので、今後何かしらのものが出てくるように期待をしておりますし、我々も指定管理者と共に協議をしてまい

りたいなというふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 歳出に対するそのほか質疑ございませんか。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 41番の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業、これこの前というか、予算時だったかと思う

んですけども、使用については条件があって云々という話でもって、基金に積むんだよという、その辺のところが

あったんですけども、何か記憶が薄れていまして、今実際どうなっているのか、要するに基金に積んでおくだけな

のか、その辺のところをお聞かせいただきたいなと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   防衛の調整交付金の基金のお話でよろしいでしょうか。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） はい。 

〇企画政策課長（岡田 豊） 調整交付金を毎年度防衛のほうからいただいております。原則としてその交付金を当該

年度の事業に充当するということでやっておるんですけども、充当し切れない部分が出てまいります。その際には

基金に積立てをしまして、後年度の事業に充てるということをやっております。そのための基金でございます。後

年度に充当する事業も規則の中で決められておりまして、現在は道路等の修繕の事業、それと生活交通の事業、そ

の２事業に充当するということにしております。令和６年度中には生活交通のほうに1030万円、それから道路管理

事業、道路の修繕等のほうに1000万円、合計で2030万円を基金から充当をしております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 要は条件に合った形でなかったら使えないから、その部分でもって残ったものは基金にして

おくよと、後年度対応でもって、この後年度対応そのものもやっぱり条件に合っていないと駄目だと、こういう位
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置づけでよろしいでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   そのとおりでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 続いて、歳入に対する質疑を行います。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 同じく46番目になりますかね、特定防衛施設周辺整備調整交付金の関係になります。ここで

もってちょっと先にお聞きをさせていただきたいのですが、ここに表示されているのは2129万云々。ところが、決

算書の中では6058万云々と。この差というのはどういう位置づけなのか最初にお聞きをしたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   非常に分かりづらくて大変申し訳ないんですけども、決算額にあります6058万6000円は、先ほど御説明しました

令和６年度中に国からいただいた防衛の調整交付金の関係の総額でございます。そのうち私どもの所管分として

2129万4000円ございますけども、これは令和６年度中に充当し切れなかった分を企画政策課が基金の中に積立てを

した部分ですので、それが企画政策課の決算額というふうになっております。その差はですね、3929万2000円あり

ますけども、令和６年度中に小学校の管理事業ですとか、生活交通の事業ですとか、もろもろ６事業に充当をした

額がその差額でございます。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 口頭で説明聞いていたらついていかんないなというような状況でありますけども、結局その

差額が出てきてというのは、トータル的には今基金としての数値は六千云々で、6058万6000円というところでもっ

ていいのかどうなのか、今回の決算の関係では2100万で出てくるけども、トータル的には6058万6000円と、こうい

う認識でいいのか、その辺ちょっともう一度お願いします。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） お答えいたします。 

   基金の残高ということでお答えをさせていただきますが、令和６年度末の残高は7592万3060円でございます。令

和６年度中に国から調整交付金としていただいたものは決算額にあるとおり6058万円ですけども、それを充当して、

し切れなかった分の2100万円を令和６年度中に新たに基金に積立てをしました。それを含めた基金の残高が冒頭で

申し上げたとおり7600万円弱あるということでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 企画政策課全体を通して何かございますか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   以上で議案第32号の当委員会所管事項のうち企画政策課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第４８号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） 次に、議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。企画政策課長。 

〇企画政策課長（岡田 豊） ただいま議題となりました議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第

５号）のうち企画政策課所管事項について御説明申し上げます。 
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   まず、歳出について御説明いたします。補正予算書12、13ページを御覧ください。下段の２款１項17目特定防衛

施設周辺整備調整交付金事業基金費につきましては、市内金融機関の預金利率の上昇などに伴い、基金の運用利子

が当初予算を上回る見込みであることから、利子等の積立てに必要な所要額７万5,000円を補正したいものでありま

す。 

   次に、歳入ですが、８、９ページを御覧ください。中段の18款１項２目利子及び配当金の中ほど、特定防衛施設

周辺整備調整交付金事業基金積立金利子は、歳出で御説明した基金積立金と同額を補正したいものでございます。 

   以上、企画政策課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第48号の当委員会所管事項のうち企画政策課の所管事項に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、暫時休憩します。 

休憩  午後 ２時０６分 

再開  午後 ２時１０分 

〇委員長（葭原利昌） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、財務課の審査に入ります。審査終了のめどは16時となっておりますので、御協力をお願いいたします。 

                                                     

  議案第３２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） まず、議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員

会所管事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。財務課長。 

〇財務課長（西條 保） ただいま議題となりました議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定

についてのうち財務課所管の主なものについて御説明を申し上げます。 

   まず、歳入から申し上げます。決算書13、14ページを御覧ください。中段の２款地方譲与税は、国税である揮発

油税及び自動車重量税を原資とした各譲与税や森林環境譲与税が一定の基準により交付されたものでございます。 

   下段の３款利子割交付金から18ページ上段の９款、旧法による自動車取得税交付金までの各交付金は、それぞれ

県税の一部が市町村の人口などに応じて交付されたものでございます。 

   18ページ中段の11款地方特例交付金は、住宅ローン減税に係るもののほか、令和６年度に実施された定額減税に

よる個人住民税の減収分を補填するため国から交付されたものでございます。 

   その下の12款地方交付税は、前年度比4.3％増の77億1569万4000円となりました。このうち普通交付税は、新たに

算定項目に給与改定費などが追加されたことにより基準財政需要額が増加したほか、基準財政収入額において市町

村民税等が減額したことなどから、前年度比4.6％増の63億7374万3000円となりました。 

   特別交付税につきましては、除排雪経費等の増加などによりまして、前年度比3.2％増の13億4195万1000円となり

ました。 

   少し飛びまして、47、48ページを御覧ください。上段の19款１項３目妙高山麓ゆめ基金寄附金は、ふるさと納税

制度を活用した寄附額の増加などにより、前年度比150.2％増の７億260万5000円となりました。 

   その下の４目地方創生応援税制寄附金は、市が実施する地方創生の取組に対して、市外、県外の企業の皆様方か
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ら企業版ふるさと納税制度を活用し、3070万円の寄附をいただいたものでございます。 

   次に、同じページの下段、20款１項２目市債管理基金繰入金については、借入金利が上昇傾向にあることを踏ま

え、公債費の将来負担を軽減するために実施した繰上償還の財源として２億7525万円を基金から繰り入れたもので

ございます。 

   その４つ下の６目妙高山麓ゆめ基金繰入金は、総合計画に基づくまちづくり事業の財源として１億6326万8000円

を基金から繰り入れたものでございます。 

   49、50ページを御覧ください。中段、９目公共施設等適正管理基金繰入金は、旧勤労青少年ホームの解体撤去工

事や施設の改修に係る財源として１億3490万円を基金から繰り入れたものでございます。 

   その下の10目感染症対策基金繰入金は、主に65歳以上を対象に実施した新型コロナワクチン接種に係る費用の財

源として751万138円を繰り入れたものでございます。 

   少し飛びまして、63、64ページを御覧ください。中段の23款市債は、68ページまでの備考欄に記載している事業

の財源の一部として借り入れたものでございます。 

   続きまして、歳出について申し上げます。79、80ページを御覧ください。中段の２款１項１目、一般管理事業、

財務課は、市民委員による入札制度検討委員会の開催や市の事業における良質な施工の確保と技術力並びに意欲の

向上を目的に実施した優良工事表彰などに係る経費であります。 

   少し飛びまして、107、108ページを御覧ください。上段の２款１項17目、妙高山麓ゆめ基金事業は、寄附者への

返礼品の調達やポータルサイト等による寄附の受付、返礼品送付等の事務経費のほか、同基金への積立金となりま

す。 

   次に、大きく飛びますが、327、328ページを御覧ください。中段の12款公債費は、過去に借り入れた市債に対す

る元利償還金です。 

   なお、令和６年度末における一般会計の市債現在高は、前年度末と比べ約５億2500万円減少し、166億3546万8000円

となりました。 

   最後に、その下の13款予備費は、雷の影響で故障した妙高支所の敷地に設置された高圧気中負荷開閉器について

緊急に修繕する必要があったことから、予備費を充用したものでございます。 

   以上、財務課所管事項について御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、認定賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第32号の当委員会所管事項のうち財務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   48番、２款１項総務管理費、妙高山麓ゆめ基金事業に対する質疑を行います。天野委員。 

〇天野委員（天野京子） よろしくお願いいたします。今回は本当にうれしいことだと思いますが、７億円を超えたと

いうことで、妙高山麓ゆめ基金への寄附総額がこのようになりました。もともと新たな返礼品の開拓をするという

ことで取り組んだと思うんですね。ＰＲ強化にも取り組んだと思うんですが、取り組んだ結果なのか、それとも本

当にお米の引き合いが活発になったことで思いもよらぬ寄附金額になったのか、その辺分析はどのように捉えてい

るでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えします。 

   寄附額が増えた要因ということでよろしいでしょうか。やはり一番大きなものとしてはですね、お米を返礼品と

しての寄附が前年度比で4.3倍になっているということで、金額につきましては2.7億円ぐらいになっております。

これは去年からの米不足ですとか、価格の高騰によるというのが寄附の増加につながったという推測をしておりま



 

 - 43 - 

すが、そのほかの部分ですね、宿泊ですとかサービスにつきましては昨年度と比べて1.8倍の2.5億円、それから家

電関係につきましては4.8倍の9000万円ほどの金額を集めているということで、お米だけではなくて、去年から事業

者訪問について一生懸命やっていただいておりますので、そこら辺の開拓の成果の一部が少しずつ出てきたのかな

というふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 新たな返礼品の開拓の中で、例えばお米って昔からあったと思いますし、宿泊券というのも

昔からあったと思うんですけども、そこから比べても新たなものであったとして、令和６年度はどのようなものを

開拓されたというふうにお考えでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 

   新たな返礼品につきましては、返礼品の数が昨年度は令和５年度末で327品になりますけれども、６年度末で548品

まで増えております。中身を見させていただきますと、お酒が新たな形で組合せで出てきたりですとか、あとは食

事の割引金ですとか、ホテルの利用ポイント、それからセットの関係の商品、それとあとお米につきましても業者

数が増えておりますので、そういう部分、それからゴルフの年会費や何かにですね、ポイントを充てるような、そ

ういう新しいものも増えております。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 以前から訪問型になったほうがいいですよねという話はしていたので、ただ物をあげて終わ

りよりも訪れてもらえるものが増えたというのは、まずは来てもらえるので、いいことだなと思います。今回ふる

さと納税推進員１名を雇用したということなんですが、その方の活動の内容等分かりましたら教えてください。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） ふるさと納税推進員につきましては、昨年の６月から雇用させていただきまして、主な内容

につきましては、返礼品の事業者への訪問をしていただいておりますし、あとは事業者、それから寄附をされた方

からの問合せのサポートもしていただいております。それと、いろんなイベントですとかＰＲや何かについても出

席をしていただいておりますし、あと経費的な面でいきますとお金の管理、それから統計データの処理等もやって

いただいておるところでございます。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） この方の雇用の立場は会計年度ですか、それとも……会計年度なんですね。分かりました。

以上です。 

〇委員長（葭原利昌） 続いて、感染症対策基金費。宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） よろしくお願いします。歳入のほうで質問すればいいのかちょっと迷ったんですが、感染症

対策基金のそもそもの使い方、考え方ですね、新型コロナウイルスあるいはインフルエンザ等の感染が流行したと

きに何らかの使うことができるというような形であるとは思うんですけれども、ただこればっかりではちょっと基

金を活用するにはなかなか難しいんではないのかなというようなことを考えています。令和６年度については、ど

のような評価をされていますでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 

   令和６年度につきましては、高齢者のワクチン接種の補助、支援ということで751万円余りを取崩しをさせていた

だいて、充当をさせていただいているところでございます。 
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〇委員長（葭原利昌） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） では、先ほど使った額についてですが、その人数というのは財務課での質疑の内容ではない

ということでしょうか。できますでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） 基本的には健康保険課のほうで事務をしておりますので、そちらのほうの所管になるという

ふうに思っております。 

〇委員長（葭原利昌） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） ではですね、今後感染症対策基金をどういうふうに使っていくのか、あるいは先ほど総括質

疑とですね、前回の総括質疑でもありました未知なる脅威に対する基金に対して使うんだよということなんだろう

と思いますけれども、今後この感染症対策基金そのものの制度の在り方というのはちょっと変えていかなければな

らないんじゃないのかなというふうに私は考えております。その辺について考えをお願いします。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 

   感染症対策基金につきましては、たしか令和３年度にできたというふうに思っておりますけれども、もともと設

置目的につきましては新型コロナウイルスがはやっていたということで、感染症の予防ですとか、感染拡大の防止、

それから影響を受けた市民生活への支援、それと影響を受けた地域経済の回復ということがあります。それとあわ

せて、対象につきましては新型コロナだけではありませんで、今後新たな感染症が発生した場合の影響の想定をし

ているというふうな基金になっております。それで、令和５年度につきましては、地域経済の回復という観点から

観光誘客キャンペーンに支援をさせていただいたところでありますけれども、令和６年度におきましては、新型コ

ロナが５類になって収まってきたということで、新型コロナワクチンの予防接種の費用に充当させていただいて、

市民の負担の軽減を図っているということでございます。基金の中身からいたしますと、予防接種の関係につきま

しては当然継続的に支援が必要だというふうに考えておりますし、新たな流行ですとか感染症対策にも備えなけれ

ばいけないということで、仮にそういうふうな感染症がはやったときにですね、経済の回復のために必要だという

ことであればですね、この基金を活用させていただく中で、設置目的に沿った活用をしていければというふうに思

っております。 

〇委員長（葭原利昌） 歳出に対するそのほか質疑ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） 続いて、歳入に対する質疑を行います。 

   歳入、73番、18款１項財産運用収入、財政調整基金積立金利子について。今田委員。 

〇今田委員（今田亜樹） よろしくお願いします。こちらの640万円ほどの財政調整基金の積立金の利子なんですけれど

も、これって預金が中心の運用なのでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） お答えいたします。 

   ６年度におきます財政調整基金の運用ですけれども、一部国債をですね、購入させていただいて運用しておりま

す。内訳といたしますと、６年度では国債の運用が11億円、それから定期預金については約40億円という形で、合

わせて51億円を運用しているということでございます。 

〇委員長（葭原利昌） それでは、財務課全体を通して何かございますでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   以上で議案第32号の当委員会所管事項のうち財務課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第４８号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） 次に、議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。財務課長。 

〇財務課長（西條 保） ただいま議題となりました議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）

のうち財務課所管事項について御説明を申し上げます。 

   まず、歳入について御説明いたします。補正予算書８、９ページを御覧ください。中段の18款１項２目利子及び

配当金については、財政調整基金積立金利子、市債管理基金積立金利子、４つ飛びまして妙高山麓ゆめ基金積立金

利子、１つ飛んで公共施設等適正管理基金積立金利子、感染症対策基金積立金利子は、市内の金融機関の預金利率

の上昇に伴い、基金の運用利子が当初予算を上回る見込みであることから、合計902万7000円を補正したいものでご

ざいます。 

   次に、その下の、２項３目有価証券売払収入につきましては、市場の債権利率上昇に伴い、保有する債権の入替

え運用における清算金134万7000円を補正したいものでございます。 

   次に、その下の21款１項１目繰越金は、令和６年度からの繰越金の一部を補正財源として計上するものでござい

ます。 

   次に、歳出ですが、補正予算書12、13ページを御覧ください。中段の２款１項14目財政調整基金費から15目市債

管理基金費、16目、妙高山麓ゆめ基金事業、１つ飛びまして18目公共施設等適正管理基金費、次のページの上段、19目

感染症対策基金費に計上いたしました積立金利子分につきましては、市内金融機関の預金利率の上昇分の利子など

の積立てに必要な所要額、合計1037万4000円を補正したいものでございます。 

   以上、財務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第48号の当委員会所管事項のうち財務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 興味本位で聞いて申し訳ないんですが、有価証券の売払収入の有価証券って具体的に何でし

ょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 財務課長。 

〇財務課長（西條 保） 先ほどちょっと話題に出ましたけれども、財政調整基金の関係の国債でございます。 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

   議事整理のため、暫時休憩します。 

休憩  午後 ２時３０分 

再開  午後 ２時３５分 

〇委員長（葭原利昌） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは、市民税務課の審査に入ります。審査終了のめどは16時45分となっておりますので、御協力をお願いし

ます。 
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  議案第３２号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） まず、議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決算認定についてのうち当委員

会所管事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） ただいま議題となりました議案第32号 令和６年度新潟県妙高市一般会計歳入歳出決

算認定についてのうち市民税務課所管の主なものについて御説明申し上げます。 

   初めに、歳入から申し上げます。決算書11、12ページをお開きください。１款の市税については、収入済額46億

5903万円で、当初予算を１億7273万円上回りましたが、対前年比では6.1％の減となりました。主な税目では、市民

税のうち個人市民税では、国のデフレ完全脱却のための総合経済対策を受け実施した定額減税などにより所得割額

が減収となり、対前年比10.6％の減となりました。法人市民税では、製造業を中心に半導体需要の低迷や原材料費

の高騰などにより企業収益が落ち込み、法人税割額が減収となり、対前年比16.7％の減となりました。中段の固定

資産税では、地価の下落幅は縮小傾向にあるものの、評価替えによる家屋の減価や償却資産の償却が進んだことな

どにより、対前年比3.5％の減となりました。 

   収納状況につきましては、現年度分の徴収率は99.3％と前年度と同水準を確保しましたが、滞納繰越分を合わせ

た市税全体の徴収率は、前年度より0.4％減の93.6％となりました。また、破綻法人等を中心に徴収不能となった固

定資産税などの不良債権を不納欠損するとともに、徴収強化により翌年度滞納繰越額を前年度より3537万円削減し、

２億6990万円まで削減しました。 

   次に、25、26ページをお開きください。中段の15款２項１目総務手数料の１節から３節までの各種手数料は、市

税や住民票、戸籍等の各種証明書の交付手数料です。 

   次に、29ページ、30ページ中段、16款２項１目４節戸籍住民基本台帳費補助金は、マイナンバーカードの交付等

に係る事務費に、その下、６節の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金のうち２億2472万円は、所得税、住民

税の定額減税に係る給付金及び事務費等に対する補助金です。 

   次に、歳出について申し上げます。101、102ページをお開きください。中段の行政窓口サービス向上事業では、

市役所へ来庁されたお客様に親切、丁寧で利用しやすい窓口サービスに努めました。また、市民総合相談室に専門

相談員を配置し、市民からの様々な相談にきめ細かく対応するとともに、弁護士、司法書士等の専門家による無料

相談を行うなど、市民生活の不安の解消に努めました。 

   下段の人権啓発活動事業では、妙高市人権に関する市民意識調査の結果を踏まえ、第４次妙高市人権教育・啓発

推進基本計画を策定するとともに、各分野の人権課題の解決に向け、人権擁護委員などと連携した啓発活動や人権

講演会を開催するなど、市民の人権意識の高揚に努めました。 

   次に、117、118ページをお開きください。中段の定額減税補足給付金給付事業では、国のデフレ完全脱却のため

の総合経済対策を受け、所得税、住民税から合計４万円を上限に定額減税を実施しましたが、減税額が税額を上回

り、減税し切れない納税義務者にその差額を給付しました。 

   次に、119、120ページをお開きください。下段の市税賦課事業では、個人住民税をはじめ各種税目において電子

申告、申請手続の利用拡大を図り、納税義務者の利便性を高めるとともに、各種税務調査の実施により、的確な課

税客体を把握し、適正な課税に努めました。 

   次に、121、122ページをお開きください。中段の市税徴収確保対策事業では、初期滞納案件の早期催告をはじめ、

新潟県地方税徴収機構と連携した納税折衝や差押えなどを進めた一方、低所得者や生活困窮者には個々の実情に寄

り添った滞納整理に努めました。 
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   次に、123、124ページお開きください。上段の戸籍住民基本台帳整備事業では、戸籍、住民票の写しの交付など

円滑な窓口業務の運営に努めるとともに、マイナンバーカードの取得促進を図るため、移動市役所号を活用した出

張申請受付などを実施しました。 

   最後に、下段の住民票等コンビニ交付サービス事業では、マイナンバーカードによるコンビニエンスストア等で

の戸籍、住民票などの証明書交付サービスについて利用拡大に向けた周知を行い、利用推進を図るとともに、窓口

事務の効率化に努めました。 

   以上、市民税務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、認定賜りますようお願い申し上げ

ます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第32号の当委員会所管事項のうち市民税務課の所管事項に対する質疑を行います。 

   58番、２款１項総務管理費、定額減税補足給付金給付事業に対する質疑を行います。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ほかにないということでもって、まとめて一括でもいいんですけども、定額減税の関係で、

今ほど説明あったんですけども、附属書類の17ページにも書かれています。今回も説明あったけど、前回も説明あ

ったんですよね、忘れちゃったけども。減税し切れないと見込まれる納税者に対して差額を給付金として支給しま

したって、この中身、今ほど幾らで云々ってあったんですけども、もう一度し切れなかったという中身について教

えていただけますか。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 令和６年度の給付については、まず住民税で１人１万円、それから所得税で３万円、

合計最大４万円の減税となります。それで、６年度に行ったので、所得は５年度の収入を基に減税をしたんですが、

１人であれば、４万円であればその年度の所得税から控除し切れたんですが、例えば扶養がいて、奥さんと子ども

２人いて、自分の分と合わせると合計で16万円を、３万円なんで、所得税からは12万円を、３万円掛ける４人分で

納税義務者の所得税から12万円を控除しなければならないと。それで、所得税をゼロにしていたんですが、結果と

して５年の収入を基に計算したところ、10万円しか控除はできないだろうと。なので、12万円の減税があるので、

残りの２万円は給付金として給付しますよということで、去年、令和６年度はそういう事業でした。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ありがとうございます。大変分かりやすい説明でありました。このね、差額というかな、要

するにし切れないといった意味がね、ちょっと認識できずに、何でって思っていたんですけども、よく分かりまし

た。ありがとうございました。 

〇委員長（葭原利昌） 続いて、２款２項徴税費、市税徴収確保対策事業について。霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） これはですね、数字の関係じゃなくて、いわゆる現場対応の関係でね、お聞きをしておきた

いんですが、現場へ行って、個人と接して、その中身を話してってなかなか大変なんだろうというふうに思うんで

す。当然のことながら現場対応は２人で訪問しているというふうに思うんですよね。２人で訪問しているんだけど

も、名簿というか、見たら若い人もいたりして、なかなか大変な関係だなというふうに思うんですけども、いわゆ

る複数で行くというセットの仕方という組立てはどのようになっているか聞かせてもらえますか。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 今徴収に自治体関わっているのが正規職員３人と徴収嘱託員、会計年度の方お一人い

て、４人で主に徴収を行っています。そのうち正職員２人が今年度異動してきた職員ですので、昨年度いた職員と

今年度異動してきた職員がペアになることが多いですし、あとは案件によっては係長と、あと新人というか、今回

異動してきた者同士というのもありますが、基本は去年いた職員と今年異動してきた職員でペアを組んで徴収に対
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応しております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それで、やっぱり人間関係というのはなかなか面倒なんでね、どこで暮らしていてここへ勤

めているかという、この辺のところもあるんですけども、やっぱり地域性の問題もあったりする中で、そこでのペ

アの組み方というのはそれぞれ工夫もされているんだろうというふうに思うんですけども、その辺のところはいか

がですか。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 確かに妙高市という狭い地域でのことなので、本当に回っているところが知り合いが

いたりですとかということもあります。なので、その辺りは個別の案件に応じて補佐も加わりながら、一番いい方

法、一番いい組合せとか、一番いい対応をするように心がけております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 異動があって、それぞれに若い人も順番に回っていかなきゃいけないというのはありますか

らね、そこはとやかく言うつもりは毛頭ありません。私たちみたいなこの年代になっちゃえばどこへ行ったってど

うということないよと、なんだけども、やっぱり若い世代の皆さんというのはその辺のところはね、なかなか苦労

があるんだろうなというふうに思います。結局その後の作業というか、事務的なことに関しても支障を来すような

ことがあってもうまくないしなということなんで、そういう配慮というのはね、課長補佐のところでの裁量でもっ

て組立てしているんだろうというふうに思うんですけども、そういう点での例えば苦情等というのはあるもんです

か、ないもんですか、いかがでしょう。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 私自身もこの４月からなので、まだあれなんですけど、今のところ徴収に行った関係

での苦情とかは聞いておりません。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 若い世代のところはやっぱりその辺の配慮もぜひやっておいていただきたいなと。そこでつ

まずいて後々ね、これから先々と言ったほうがいいんかもしれないけど、そこに支障を来すようなことであっては

うまくないし、ぜひその辺のところは配慮していただきたいということをお願いしておきたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 今市税徴収確保対策事業の関係ですよね。決算附属書類の18ページに書いてあるちょっと説

明を聞きたいんですけども、ここに市税徴収確保対策事業の中で新潟県地方税徴収機構への職員派遣２人、２人派

遣して収納額977万4000円って、これはどういうあれですか。２人派遣すると977万4000円徴収できるという、そう

いうわけじゃないですよね。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 現在、新潟県地方税徴収機構へは以前は本当に常駐、職員を派遣して、そちらで勤務

だったんですが、システムがそちらで使えないとかで、今は非常駐なので、連携しながら、直接向こうにずっと行

っているわけじゃなくて、職員に辞令は出していますけど、向こうと連携をしながら徴収に当たっているというこ

とです。徴収機構の事務所に職員がずっとそちらに行っているわけではなくて、事務所に基本はいて、徴収機構に

預けているというか、一緒にやろうという案件が毎年あるので、その案件のときは徴収機構の人と一緒に滞納整理

に回ったりしているということで、昨年は徴収機構に引継ぎ案件、111件を徴収機構と一緒に徴収しましょうという

案件があったんですが、その中で977万4000円が滞納整理ができた、徴収ができたということでここに表示しており
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ます。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） ということは、これ引継ぎ件数とかというと紛らわしいので、対象の人が111人いて、これだ

け徴収できたんだよということでいいんですよね。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） はい。 

〇渡部委員（渡部道宏） 分かりました。 

〇委員長（葭原利昌） それでは、２款３項戸籍住民基本台帳費、住民票等コンビニ交付サービス事業について。霜鳥

委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そんなに深い意味はございません。利用状況がどうなのかというのを１つあるんですが、併

せて通信が途絶えて云々という、不便をかけたりという、こういうの時々というか、たまにあるんですけども、そ

の辺も含めた形の中で、苦情等の位置づけあるいは利用者の御意見等、どんなのが届いているのかなというあたり

なんですけど、分かったら聞かせてください。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） コンビニ交付の実績ということでよろしいですかね。コンビニ交付ですが、令和６年

度は8762件実績がありました。システムが急に止まるということは多分なくて、システムのメンテナンスの関係で

止まりますというときは事前にホームページとかで周知していますので、コンビニ交付についての使えなくなった

とかという苦情はありません。ただ、使い方よく分からなくて結局窓口に来るという方はいらっしゃると思うんで

すが、苦情としてコンビニですごく困ったということは聞いておりません。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 本庁のほうへ来て、あるいは支所のほうへ来てなんですけども、私みたいに高齢化している

人間がね、マイナも持っていないし、行って、例えば持っていて、そこでもって使い勝手が云々とかという、その

辺でもって、いわゆる高齢者が来て窓口でもって相談という、この辺の受け対応というのはどんな調子かな、ある

のかないのかなという、深い意味ないんですけども、もしあったら聞かせていただきたい。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 高齢者の方は窓口でもらう方が多いと思うんですが、市役所の中にもマルチコピー機

があって、そちらで、マイナンバーカードお持ちであれば、取れば50円安く取れるというのもあるので、窓口のほ

うでそちらで取ればというふうに御案内をして取っていただく方もいますし、申請書を書いてきたというか、申請

書を書いた方には無理にマルチコピー機に案内することもなく、窓口で普通に出しております。 

〇委員長（葭原利昌） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 午前中に総務課とのやり取りの中でね、やっぱり窓口対応とかという、この辺の接客対応と

いう形のものも質疑あったところなんですけども、私個人的にはね、マイナを否定するわけじゃないんだけども、

個人的にはやっぱり対面でもってやることによって温かみも感じるしなと、50円の差なのか、どっちなのかという、

こういう気持ちもあるんですよね。その辺のところは、みんな人それぞれですから、そこは否定してどうのこうの

という例じゃないんですけども、自分の好みでそんなんだなというふうな形でいます。できるだけ対面対応でもっ

て、つながりでもって、やっぱり窓口はいいなというのも必要なことじゃないかなという感じをしております。こ

んなところで終わります。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） 今の住民票等のコンビニ交付、私はコンビニが近くにあるので、しょっちゅう使わせてもら
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っております。なるべく職員の負担軽減のためには推進するべきかなと私は思っているんですが、全国的なのか、

350円のところ50円安くなるので、300円というのはそんなにお得感感じないんですけど、これ何か決まりがあって

この値段なんでしょうか。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 特には決まりはありません。ただ、今委員がおっしゃったように、窓口の混雑ですと

か窓口の効率化のために、コンビニですとかマルチコピー機を使うと50円安いので、少しのお得感ではあるかもし

れませんが、使ってくださいということで設定していると思います。 

〇委員長（葭原利昌） 天野委員。 

〇天野委員（天野京子） うちの娘仙台にいるんですが、急遽住民票が必要になって、コンビニで仙台の人でも受けら

れるという、それは非常に全国的に便利だと思うんですけど、これもっと推進してほしいというか、先ほど課長さ

んがおっしゃったように、窓口業務のなるべく、人も少ないですし、簡略化していきたいというならば、これもっ

と安くしてインパクトがあったほうが私はいいと思うんですが、自治体で変えてもいいならば、そのような御検討

なされたらどうかなと思うんですが、去年の話なので、何とも言えませんけど、そんなふうに感じることはないで

すか。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 今のところそこはちょっと考えていなくて申し訳ないんですが、今後また使い方です

とか、いろいろ手数料もかかったり、コンビニでやると手数料もかかって、こちらで払う部分もあったりもするの

で、その絡みもありますので、全般的に見てまた検討はしていきたいと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） １点確認させてもらいたいんですが、コンビニエンスストアで出す証明書類以外の出すもの

あるんですけども、あるところからですね、市町村が出している証明書で出してくださいというような案件のもの

があったりするんですよ。それはどういうことなのかなというのは私ちょっと分かりませんが、そういったことの

相談というのは来ておりますか。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 特にそういう相談はないんですけど、市町村がコンビニで交付をしただけでは市町村

が出しているものなので、それじゃ駄目ということなんですかね。またちょっと確認はしておきます。 

〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） すみません。またくだらないことを、時間があまりないなか。今窓口の外にコピー機があっ

て、使い方分からない、マイナンバー持っているけど、分からない、結局こちらの職員を呼んできて、一から十ま

でやってもらって50円引きで交付を受けるという形の方をたまに見かけるんですけども、それはありでいいんです

よね。こちらの使い方を説明を受けるのだから、350円じゃなくて300円でいいと。だけど、業務的にはすっかりこ

ちらの人を時間奪ってしまうんですけども、それはルール上は全然問題ないことだと思うんですけど、それはそれ

でいいんですよね。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） それはそれでいいです。ただ、次回は自分で使ってくださいという、今後の…… 

〇渡部委員（渡部道宏） 指導のために。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） そうですね。今後はコンビニでも同じことができますよということをお伝えしながら

しているので、そこは300円で。 
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〇委員長（葭原利昌） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） あと、国の動き等ちょっとお分かりになる範囲であれなんですけど、今たしか戸籍等につい

てはあらかじめ登録しないと駄目だったと思うんですけども、あれについては登録しなくてもすぐ出せるようには

なるとかという、そういう情報とかってありますか。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 今のところちょっとそこは聞いていません。またそういう情報があればお知らせした

いと思います。 

〇委員長（葭原利昌） 市民税務課全体を通して何かございますか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   以上で議案第32号の当委員会所管事項のうち市民税務課に対する質疑が終わりましたが、採決は後ほど行います。 

                                                     

  議案第４８号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（葭原利昌） 次に、議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第５号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） ただいま議題となりました議案第48号 令和７年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第

５号）のうち市民税務課所管事項について御説明申し上げます。 

   まず、歳出から御説明申し上げます。補正予算書16、17ページをお開きください。下段の２款１項22目、定額減

税補足給付金給付事業については、令和６年度の所得税及び個人住民税に係る定額減税の不足額等を給付する定額

減税補足給付金において、令和６年分の所得等の確定に伴い再算定した結果、所得の減少や扶養者の増加等により

給付対象者や給付額が見込みを上回ったことから、不足が見込まれる定額減税補足給付金のほか、消耗品や郵送料、

振込手数料などの事務経費として総額3324万1000円を補正したいものです。 

   続きまして、歳入につきまして御説明申し上げます。戻りまして、８、９ページをお開きください。上段の16款

２項１目５節物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金3324万1000円は、今ほど歳出で説明いたしました定額減税

補足給付金給付事業に係る費用に対する国からの補助金となります。 

   以上、市民税務課所管事項を御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

〇委員長（葭原利昌） これより議案第48号の当委員会所管事項のうち市民税務課の所管事項に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） 委員長を交代します。 

                   〔委員長、副委員長と交代〕 

〇副委員長（今田亜樹） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 定額減税補足給付事業の関係です。補正予算の概要の２ページでしょうかね、ここに給付対

象者、当初2100人、再算定後3137人ということで、1037人が増える見込みですとあります。その下のスケジュール

見ますと、９月上旬、今月の上旬に対象者への申請書発送、申請受付、審査、給付開始とございます。確認なんで

すが、この９月上旬、これもいつ頃予定でしょうか。そして、その申請書の中身ですね、どのような項目が記載さ

れていますでしょうか。 



 

 - 52 - 

〇副委員長（今田亜樹） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 現在準備を進めておりまして、近々発送予定となります。今回申請書の中身なんです

が、まず先ほど説明したとおり、例えば12万円減税したい人がいて、10万円しか減税できないので、２万円去年給

付しましたよとあるんですが、10万円を減税しようと思ったその所得税が令和５年の所得を基にしているので、そ

こで９万円しか結局減税ができなかったと。そうなると、その１万円、所得が減ったことによる１万円を今回給付

しますということになります。去年給付して、今年度また追加で給付する場合は、口座とかも分かっておりますの

で、申請というお知らせ、こちらからこういう計算で幾ら幾ら不足が生じていますので、去年給付した口座に振り

込みますよというお知らせを送ります。ただ、それ以外に例えば転入者、昨年度のは令和６年１月１日の妙高市民

なんですが、今回の補足は令和７年の１月１日の住民なので、６年中に転入してきた方については、まず現在転入

元のほうへこの方にどのような給付をしていますかというのと、所得の状況を全て調査をかけております。その調

査を基にこういう計算になるんですが、よろしいでしょうかというのと、口座が分からないので、口座を教えてく

ださいということで、口座番号ですとか、本人を確認する書類の写しですとか、通帳のコピーをつけてもらったの

で申請をしてもらってからの給付ということになります。 

〇副委員長（今田亜樹） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） その発送は、全員に対して一斉に発送するんでしょうかね。何でそういうことを聞くかとい

いますとね、今回1037人増える分の予算の議決はあくまでも９月の25日になるんです。予算の議決を待たずして全

員に発送するということ自体が、これはいかがなのかという観点でお聞きしています。いかがでしょうか。 

〇副委員長（今田亜樹） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） さっき申しましたとおり、転入のところが照会出しているので、そこら辺は多分間に

合わない人がいると思うので、一斉にということはなかなか難しいかなと思っています。ただ、既決予算がありま

すので、その中で現在調査ですとか、案内の発送の事務作業を進めておりまして、補正予算は不足する給付額に対

する補正ということになりますので、既決予算の中で今事務作業を進めているところであります。 

〇副委員長（今田亜樹） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） そうなんです。既決予算があるので、既決予算分の人数の方については私は問題ないと思う

んです。ただ、補正で新たに増えますといった人まで案内状を送るという行為というのは、その中にもうあなたは

何万円もらい切れなかった分を口座に振り込みますという御案内になると思うんです。だから、そこはちょっとま

ずいんじゃないんでしょうかという、私はそう思っています。いかがですか。 

〇副委員長（今田亜樹） 市民税務課長。 

〇市民税務課長（小林あゆみ） 補正予算を上げるときにも庁内でも協議した結果、こういう形でということになって

おりますし、ほかの市見ましてもやはり９月補正で同じようなことをやりながら、８月下旬から発送ということも

行っているようなので、特に問題はないというふうに考えております。 

〇副委員長（今田亜樹） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 市長にお伺いします。 

   原課はそういうようなことなんですが、市長自身はどういうふうに、この件にですね、お考えになっておられる

かですね。 

〇副委員長（今田亜樹） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） 私も中身の詳細は分かっていませんけど、今回昨年引き切れない人で、その人の人数、金額がど

の程度かにもよろうかというふうに思っています。新しい人はこれから申請を受け付けるという形になりますので、
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申請を受け付ける人の分は今回の既決には関係なくて、補正の額で対応すれば私はよろしいかというふうに思って

おりまして、同じこちら側にいながら、既決の中で対応できる金額が、今までさっき言った昨年引き切れなかった

人の分が既決の中で引けるのであれば、それはこちらからの通知でやっても問題ないというふうに思っております

し、新規の方、例えば所得の再算定によって引き切れない人がまた新たに出てきたという方であれば、それはこれ

から申請を受け付けるという行為が始まるわけなので、そこには予算が伴わないと不都合は若干出てくるという心

配はしております。 

〇副委員長（今田亜樹） 葭原委員。 

〇葭原委員（葭原利昌） 同感です。ですので、そこは市長、再度市民税務課とよくですね、要するに間違いのないよ

うに、それだけですわ。ということでよく再度検討していただいて、新たに出てきた人というのは、それは出しち

ゃまずいと思いますよね。 

〇副委員長（今田亜樹） 城戸市長。 

〇市長（城戸陽二） 新たに出してくる人は、これから口座の番号を聞いて、申請行為をいただいて、その方にまた通

知をするわけでありますので、その通知の際には予算が伴わないことに対して通知することは問題だろうというふ

うに思っております。さっき課長が言った昨年まで持っている人の情報の中で、所得の変動で新たな額が発生した

という人はどのぐらいの額いるかということは、今委員長おっしゃられたように、こちら側でもう一度精査をさせ

ていただきたいというふうに思います。 

〇葭原委員（葭原利昌） よろしくお願いします。 

〇副委員長（今田亜樹） 委員長を交代します。 

                   〔副委員長、委員長と交代〕 

〇委員長（葭原利昌） あと皆さんよろしいでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（葭原利昌） これにて質疑を終わります。 

   採決は後ほど行います。 

                                                     

〇委員長（葭原利昌） 以上で本日予定しておりました日程が全て終了しました。 

   これをもちまして総務文教委員会を散会いたします。どうも御苦労さまでした。 

散会  午後 ３時１１分 


